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Ⅰ 研究目的 


新しい学習指導要領では，総則に道徳の時間が道徳教育の要であることが明記され，道徳の時間の


教育活動全体における「補充，深化，統合」の役割が明確になった。さらに，道徳の時間は道徳教育


の中核的な役割を担うものであり，当然のこととして行うべきものであることも強調された。その中


で，道徳の時間の指導に当たっては，体験活動を指導に生かすなどの創意工夫ある指導を行うこと，


感動を覚えるような魅力的な教材の開発と活用を行うこと，表現する機会を充実し，自らの成長を実


感できるような指導を工夫することなどが求められている。 
しかし，道徳の時間の指導を見ると，生徒の実態や教材に応じたアプローチの仕方の工夫がなされ


ず，パターン化された指導になりがちである。 
このような状況を改善するためには，生徒が興味関心をもちやすい教材やこれまでの体験活動と関


連させやすい教材を選定し，自分の考えを表現したり討論したり，効果的に「心のノート」を活用し


たりする道徳の時間の授業を創造し，実践事例集として提示していくことが必要である。 
そこで，この研究は，生徒へのアプローチの仕方を工夫した実践事例集を作成し，中学校道徳の時


間の指導の充実に役立てようとするものである。 
 


Ⅱ 研究の方向性 


中学校における道徳の時間の指導の充実を図るため，教材や補助資料，心のノートの活用や表現の


機会，指導過程など，アプローチの仕方を工夫した道徳の授業の実践事例集を提示する。 


 


Ⅲ 研究の内容と方法 


１ 内容と方法 


･(1) 道徳の時間の指導の充実に関する基本構想の立案（文献法） 


･(2) 実践事例集作成にかかわる授業実践及び実践結果の分析と考察（授業実践，質問紙法） 


 （3） 実践事例集の作成 


･(4) 道徳の時間の指導の充実に関する研究のまとめ 


２ 授業実践の対象 


 盛岡市立厨川中学校 第１～３学年  


 


Ⅳ 研究結果の分析と考察 


１ 道徳の時間の指導の充実に関する基本構想 


・･(1) 道徳の時間の指導の充実に関する基本的な考え方 


  ･ア 道徳の時間の指導とは 


道徳の時間は，生徒一人一人が，一定の道徳的価値の含まれるねらいとのかかわりにおいて


自己を見つめ，道徳的価値を発達の段階に即して内面的に自覚し，それに基づいた人間として


の生き方についての自覚を深め，主体的に道徳的実践力を身に付けていく時間である。この特


質を理解し，生徒の実態に即した，適切な指導を展開する必要がある。 


道徳の時間の指導は，よりよい生き方について生徒が互いに語り合うなど学級での温かな心


の交流があって効果を発揮する。そして，道徳の時間の指導の目指すものは，生徒自らが時と


場に応じて望ましい道徳的な行為がとれるような内面的資質を高めることにある。 
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道徳の時間の主題を自分の問題として受け止めることができるように指導を工夫し，興味や


関心を高められるように配慮することが大切である。 


以上のような「中学校学習指導要領解説道徳編（2008），指導の基本方針」の内容から，生


徒の実態をとらえ，生徒が道徳的価値を内面的に自覚できるような工夫を行った指導を行うこ


とが道徳の時間の指導である。 


イ 道徳の時間の指導の充実とは 


「中学校学習指導要領解説道徳編（2008），指導の基本方針」に述べられているが，学校の


教育活動全体を通じて行う道徳教育の要としての道徳の時間は，道徳教育を補充，深化，統合


する時間であり，道徳の時間の指導は年間指導計画に基づき，計画的に展開されなければなら


ない。そして，それぞれの授業を魅力的なものとして効果を上げていく必要がある。 


そのためには，学校としての指導体制の充実を図るとともに，道徳の時間にどのような指導


を行えば，生徒に道徳的価値を内面的に自覚させられるのかを具体的に工夫し示していくこと


が重要である。 


体験を振り返りながら道徳の授業を進める方法や，生徒が表現する機会を意図的に作り，自


分の内面や他との対話を深める指導の方法や自分の考えを具体的な態度を交えて発表させる


方法，心のノートを活用した指導の方法など，手立てを具体的に工夫した道徳の授業を行うこ


とで道徳の時間の指導の充実が図られる。 


また，年間指導計画の中にアプローチの仕方を工夫した授業を数時間でも位置付けることは，


道徳の時間の指導の充実の一助となる。 


   ウ 生徒の実態に合わせた道徳の時間の指導とは 


     「中学校学習指導要領解説道徳編（2008），道徳教育改訂の趣旨」では，中学校における道


徳の時間においては，思春期の特質を考慮し，社会とのかかわりを踏まえ，人間としての生き


方について自覚を深める指導を重視することの大切さが述べられている。そのために，役割演


技などの具体的な場面をとおした表現活動を生かしたり，教材について工夫したり，書く活動


や語り合う活動など自己の心情・判断等を表現する機会を充実し，自らの道徳的成長を実感で


きるようにしたりすることなどが求められている。また，「中学校学習指導要領解説道徳編


（2008），指導の基本方針」では，教師は自らの個性を十分に生かして指導に当たることが望


ましく，教師の人間味ある指導のもとでこそ，生徒が充実感をもって話し合い，考えるような


指導が展開できると述べられている。 


     以上のようなことから，教師が意欲的に新しい指導方法に取り組み，自分自身の個性を生か


せる指導方法を多く身に付け，生徒と共に生き方を考えていこうとする姿勢をもつことは道徳


の時間の指導にとっては欠かせないことである。 


教師が意欲的に指導に当たることが，生徒の実態を考慮した指導につながり，道徳の時間が


生徒にとって興味関心のある時間となっていく。そのことが，道徳の時間が自分の問題として


生徒に考えを深めさせることにつながるのである。 


・･(2) 生徒へのアプローチの仕方を工夫することの意義 


ア 本研究におけるアプローチとは 


一般的にアプローチは，「近づくこと。対象とするものに迫ること。また，その方法。」という


ような意味をもち広く使われている言葉である。 
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本研究におけるアプローチとは，道徳の授業において教師が生徒にどのような方法で道徳的価値を内


面的に自覚させていくかという，指導の手立てとする。 
「学習指導要領解説道徳編（2008）」の「第５章第３節学習指導の多様な展開，第４節道徳の時間


の指導における配慮とその充実」を参考にすると，様々なアプローチが考えられる。その中で「指導


する教師が授業のために時間をかけて調べたり探したりすることなく，容易に実施できるもの」を授


業で再現しやすいアプローチととらえ，その視点でまとめると12項目になる。それらのアプローチを，


「教材に対するアプローチ」「表現の機会としてのアプローチ」「指導過程に対するアプローチ」の３


つに大別したものが【表１】である。 


【表１】本研究のアプローチ 


アプローチ 


教材に対して 表現の機会として 指導過程に対して 


・開発教材 


・体験や体験活動との関連への配慮 


・補助資料 


・全員発表 


・役割演技 


・グループの話合い 


・ワークシート 


・心のノート 


・学級掲示 


・ねらいにせまる導入，終末 


・精選された発問 


・簡潔な板書 


イ 本研究におけるアプローチの仕方のとらえ 


「中学校学習指導要領解説道徳編（2008），多様な学習指導の展開，道徳の時間の指導における配


慮とその充実」を参考に，本研究における12項目のアプローチの仕方を示す。 


･(ｱ) 開発教材について 


「ねらいを達成するのにふさわしいもの」「生徒の興味や関心，発達に応じたもの」「体験活動や


日常生活等を振り返り，道徳的価値の意義や大切さを考えることができるもの」であることが満た


される教材を指す。自作資料を中心として考えるが，新聞記事，心のノート，既存の道徳読み物資


料についても，条件が整えば教材として扱う。 


本研究は，教師が自ら調べたり探したりすることなく，すぐに授業で使える再現しやすい教材を


示すこと前提とするため，映像や音楽，授業中の講話等の教材は用いないこととする。また，1 時


間の中で生徒が理解しやすい内容や分量を扱うこととし，生徒に事前に読ませておく必要がない教


材を扱うこととする。 


･(ｲ) 体験や体験活動との関連への配慮について 


日常で体験していると考えられる内容が題材となっている読み物資料や自作のワークシート，教


材を使うこと，日常の体験を想起する問いかけをすることに配慮する。また，体験活動は，どの学


校でも明らかに実施していると考えられるものだけを取り上げる。 


･(ｳ) 補助資料について 


道徳の時間に活用する中心教材の特性を生かし，生徒が内容により興味をもち理解を深められる


よう，主題のねらいにかかわる新聞記事や時代背景，歴史的な事柄をまとめたものを補助資料とす


る。ＤＶＤや絵画，写真，スライドなど，映像を使い視覚に訴えるものや音楽などの聴覚に訴える


ものは, 教師自らが改めて準備をしなくてはいけないため，本研究では補助資料の中には含めない。 


･(ｴ) 全員発表について 


道徳の時間に行われる話合い活動の方法として，学級の生徒全員の考えを発表させる授業展開を


考える。全員が発表する時間であるという意識を生徒にもたせることで，生徒は自分の考えを表現
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しやすくなり，自分自身以外の多くの考えに触れることも可能になる。道徳的なものの見方や考え


方を深めていくことにつなげるための全員発表とするため，機械的に発表させていくのではなく自


発的に発表させるように働きかける。 


･(ｵ) 役割演技について 


簡単な動作化やコミュニケーションを深めるための活動や役割を決めて台詞を考えて表現する


活動を取り入れることは，自分自身の問題として深くかかわり，ねらいの根底にある道徳的価値に


ついての共感的理解を深め，主体的に道徳的実践力を身に付けることに資するものである。この考


えに基づき，役割を決めて台詞を考えて発表することの他に，自分の考えを述べるだけではなく，


表情や態度を意識させた発表も含めて役割演技とする。 


･(ｶ) グループの話合いについて 


道徳の授業の途中に，短時間で，二人一組の対話や小集団による話合いをさせることをグループ


の話合いとする。友だちの考えを聞くことで自分の考えを深め，自信をもって発表することにもつ


ながる。 


･(ｷ) ワークシートについて 


自分の考えを書く活動をすることで，自分自身のものの見方，考え方，感じ方などを確かめたり，


まとめたりしながら今までの自分のものの見方や考え方，感じ方などを振り返ることができる。そ


のため，基本発問に対する自分の考えをまとめられるワークシートを用意し，書かせたあとで発表


させていくこととする。 


･(ｸ) 心のノートについて 


道徳的価値について自ら考えるきっかけとなるよう，導入・終末での活用だけではなく，中心教


材としての活用も図る。導入の活用では生徒にねらいを意識させ，中心教材としての活用では，具


体場面での考えを生徒に自由に発想させ，終末の活用では，ねらいと自分自身を関連させながら考


えをまとめさせる等，様々な場面での活用を図る。 


･(ｹ) 学級掲示について 


終末で生徒に考えをまとめさせた場合，その考えを交流する時間がないため，記入内容を学級に


掲示することで考えの交流を図ることとする。友だちの考えについての理解を深められるだけでは


なく，自分自身の考えを改めて振り返ることにも役立つ。 


･(ｺ) ねらいにせまる導入，終末について 


「中学校学習指導要領解説道徳編（2008），学習指導の多様な展開」に述べられている，学習指


導過程は，いたずらに固定化したり形式化したりすることなく，各段階での多様な工夫をすること


が大切である，導入は，主題に対する生徒の興味や関心を高め，学習への意欲を喚起する段階であ


る，という考えに基づき，道徳の時間の学習指導過程には多様な指導の工夫が考えられる。 


しかし，本研究は再現しやすい授業であることを前提にしているため，導入には補助資料の活用


や体験の想起，心のノートの紹介を取り入れ，学級の実態を紹介するアンケート調査や映像，音楽


などの紹介等は用いないこととする。 


また，終末には，心のノートへの記入や音読，ワークシートへの記入を取り入れ，生徒一人一人


が自らの道徳的な成長や明日への課題などを実感できるような工夫をする。 


･(ｻ) 精選された発問について 


道徳の時間の指導は，教師による発問の適否によりその指導効果が大きく変わる。具体的に何に
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ついて生徒に考えさせるか，具体的な発問を準備する必要がある。1時間の道徳の時間の中で，


ねらいの根底にある道徳的価値を自分の問題として受け止められるよう，中心教材として扱う


資料に沿って，吟味した発問を構成する。そして，補助発問がなくてもねらいに沿った考えが


発表できる発問としていく。 


･(ｼ) 簡潔な板書について 


板書は生徒にとって思考を深める重要な手掛かりとなる。そのため，生徒の思考の流れや順


序を示すような板書にするとともに，板書量にも配慮する。 


ウ 生徒へのアプローチの仕方を工夫するとは 


本研究では，道徳の授業において，12項目のアプローチをどのように組み合わせるのかをアプ


ローチの仕方の工夫とする。 


１時間の授業の中で，導入，展開，終末のそれぞれの段階に12項目中，最低 1項目のアプロー


チを位置付けていくこと，さらに，大別してある，教材に対するアプローチ，表現の機会として


のアプローチ，指導過程に対してのアプローチの中から最低１項目，計３項目以上のアプローチ


を位置付けていくこと，のどちらにも配慮することで複数のアプローチを組み合わせた道徳の授


業展開が考えやすくなる。 


12項目のアプローチを道徳の授業でどのように組み合わせて用いるのか，アプローチの仕方の


工夫例を以下の【図１】に示す。 


 使用するアプローチ 


導


入 


・開発教材 


・体験や体験活動との関連への配慮 


←教材に対して 


←教材に対して 


 


展


開 


・簡潔な板書 


・精選された発問 


・ワークシート 


・全員発表 


←指導過程に対して 


←指導過程に対して 


←表現の機会として 


←表現の機会として 


終


末 


・補助資料 


・心のノート 


・学級掲示 


←教材に対して 


←表現の機会として 


←表現の機会として 


・【図１】アプローチの仕方の工夫例 


･(3) 実践事例集とは 


・ア 実践事例集作成の意義 


・道徳の時間に広く見られる，読み物資料を中心教材として扱い，資料の内容や登場人物の気持


ちや行為の動機などを考える授業ばかりでは，生徒にいろいろな角度から人間としての生き方に


ついて深く考えさせることができない。 


そのため，生徒に提示する教材そのものに工夫を加える，今までの様々な体験や体験活動との


関連で考えさせる工夫をする，意見交流を活発に行わせるような工夫をするなど，道徳の時間の


指導の手だてそのものに工夫を加え，いろいろな指導方法を使いながら，生徒の内面にせまって


いく必要がある。 


道徳の時間のアプローチの仕方を工夫した指導方法を用いることは，道徳の時間そのものが生


徒にとって魅力ある時間となり，自分の生き方について深く考ようとする意欲を高めることにつ


ながる。意欲的に自分の生き方について深く考えることによって，自らの成長を実感でき，より


よく生きるための道徳的実践力の育成が図られる。 


実践事例集に示す，教材ごとにアプローチの組合せを変えた複数の指導方法の中から，授業で
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使いたい指導方法を選ぶことは，教師にとって，今までの指導方法を見直すきっかけとなる。ま


た，実践事例集の授業展開案を用いて授業を行うことにより，教師は新たな指導方法に気付き，


自分自身で新たな指導方法を創り上げていくきっかけとなる。いつもとは違う指導方法の授業に


より，生徒は新たな角度から考えることができる。これらのことにより，これまでのパターン化


された指導から，生徒に充実感と成長を実感させられるような生き生きとした道徳の時間の指導


につながっていく。 


イ 実践事例集作成の手順 


８教材で８時間の授業実践を行い，12項目のアプローチの有効性を確かめる。実践する授業は，


アプローチの有効性を確かめるための授業実践とし，1 時間の中で多くのアプローチを実施して


みる。実践する授業に対する複数の授業参観者からのアンケートを基に，アプローチの仕方の工


夫への改善を加えていく。 


８時間の授業実践後に，再現がしやすく，ねらいにせまるために有効であると考えるアプロー


チの組合せの授業展開案を作り，所属校の18学級の担任に実践してもらう。実践した担任からの


アンケートを基に，展開案にさらに改善を加えたものを実践事例集に提示していく。 


    以下の【図２】に，実践事例集作成までの手順を示す。 


 


 


 


 


 


 


 


【図２】実践事例集作成の手順 


(4) 道徳の時間の指導の充実に関する基本構想図 


･  これまで述べてきた考えに基づき，中学校における道徳の時間の指導の充実に関する基本構想図


を【図３】のように作成した。 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


研究者の授業実践 


 


・12項目のアプロー


チを用いて，異な


る学年，学級で８


教材について８時


間の授業 
・複数の参観者から


アプローチに対す


るアンケート回収 


担任の授業実践 


 


・アプローチの違う


18の授業展開案を


提示し，それに基


づき担任が授業 
・授業に対するアン


ケートを担任から


回収（18学級） 


提案する授業展開案


の作成 


 


・授業実践から得られ


たアプローチの有


効性や指導上の配


慮事項に基づき，１


つの教材につき複


数の授業展開案の


作成 


実践事例集の完成 


○生徒が感動を覚えるような


魅力的な教材の開発や活用 


 


○自分の考えを基に，書いた


り討論したりするなどの表


現する機会の充実 


 


○指導過程の工夫 
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【図３】道徳の時間の指導の充実に関する基本構想図 


２ 実践事例集作成にかかわる授業実践及び実践結果の分析と考察 


･(1) 授業実践の概要 


  ア 研究者による授業実践について    


３頁【表１】の12項目それぞれのアプローチの有効性とアプローチの仕方を確かめるために，


異なる学年・学級で８時間の授業実践を行った。実践した授業の主題名，教材名，試したアプロ


ーチ，授業展開の概要，生徒の反応を，以下の【図４】に示す。 


    ８時間という限られた時間の中で12項目すべてのアプローチの有効性を確かめていくために，


１時間の授業の中で，できるだけ多くのアプローチを試しながら実践をした。 


主題名・教材名＜実践学年＞ 実践した授業の概要 


実践で試したアプローチ 生徒の反応 


「遊ぶ」ことは，電子ゲームに対する考えや道具を使わずに遊ぶことについてまと


めた自作の読み物資料である。誰もが必ず体験している「遊び」は，生活に欠かせな


いものである反面，生活のリズムを乱すことにつながりやすい側面をもっている。「遊


び」について考えさせることをきっかけとして自分の生活習慣を見直させ，心のノー


トの活用により自分の生活にとって大切にしていきたい生活習慣を考えさせる授業


展開とした。 


１-(1)望ましい生活習慣  


「遊ぶ」こと 


（自作資料） 


＜１年生＞ 


 
開発教材・体験との関連 


全員発表・グループの話合い 


ワークシート・心のノート 


学級掲示・導入終末・発問 


板書 


 生徒は，けじめをつけた生活が大切である，これからは時間を大切に生活していき


たい，という思いをもった。 


生徒の実態 
・自分の問題として考えられない。 


・興味関心をもてない。 


・充実感をもって話し合ったり，考え


たりすることができない。 


指導の実態 
・自らの個性を生かした指導方法が


わからない。 


・パターン化した指導になりがちである。


 


表現の機会として 
・全員発表  ・役割演技 


・グループの話合い 


・ワークシート ・心のノート 


・学級掲示 


教材に対して 
・開発教材  


・補助資料 


・体験や体験活動との関連 


 


指導過程に対して 
・ねらいにせまる導入，終末  ・精選された発問  ・簡潔な板書 


 


 道徳の時間の指導の充実 


 
   


  


生徒が自らの成長を実感できる道徳の授業 


生徒へのアプローチの仕方の工夫 


 


 
実 践 事 例 集 の 作 成 
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礼儀や T.P.O.について分かりやすくまとめられた心のノートの内容が主教材であ


る。心のノートのイラストを使い，礼儀のある態度や表情，言葉遣いを具体的に考え


させ,それを表現する役割演技での発表を行わせることにより，礼儀を意識した適切


な言動とはどのようなものであるかを考えさせる授業展開とした。また，生徒に役割


演技で発表させる具体場面は，先輩，後輩間でのあいさつの仕方についてであるため，


考えやすく発表しやすい内容とした。 


２-(1)礼儀  


礼儀知らずは恥知らず？ 


（心のノート） 


＜1年生＞ 
 


開発教材・体験との関連 


全員発表・役割演技 


グループの話合い 


ワークシート・学級掲示 


導入終末・発問・板書 


 生徒は今までの態度を振り返りながら,ただ，あいさつをしたりお辞儀をしたりす


るだけではなく心を込めてあいさつをしたい，これからは礼儀を意識しその場に合う


ようなあいさつの仕方を考えてきたい，礼儀をわきまえながら生活していきたい，と


いう思いをもった。 


内容項目２-(6)は，平成21年度から新しく加わる項目である。心のノートの「コミ


ュニケーションは心のキャッチボール」という内容を考えさせ，自作の具体場面が記


入されたワークシートを活用して，実際にどのように表現すれば相手に感謝の気持ち


が伝わるかを考えさせる授業展開とした。また，直接，気持ちを伝える状況だけでは


なくメールで伝える状況についても考えさせ，情報モラルにも配慮した。 


２-(6)感謝  


ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝは心のｷｬｯﾁ 


ﾎﾞｰﾙ（心のノート） 


自作資料のワークシート 


＜２年生＞ 


 
開発教材・体験との関連 


役割演技・グループの話合い 


ワークシート・学級掲示 


導入終末・発問・板書 


生徒は，具体的な内容で相手の立場になって物事を考えることが出来た，言葉で伝


えるだけではなく表情や態度も本当に大切だと思った，という思いをもった。 


馬ッコ本舗二代目社長,宮澤さんが菓子職人として一人前になるまでをまとめた自


作の読み物資料である。突然菓子職人になった苦労を乗り越え,社長になった今も,


夢をもってそれに向かい生きている宮澤さんの考え方が記されており,自分はどのよ


うに生きたらいいのかを，生徒に深く考えさせられる資料である。読み物資料には，


関連する価値がいくつか入っているため,一つのねらいで考えを深めていけるよう心


のノートを活用した授業展開とした。 


３-(3) 


生きがいのある人生  


出会い 


（自作資料） 


＜２年生＞ 


 
開発教材・全員発表 


ワークシート・心のノート 


学級掲示・導入終末・発問 


板書 


 生徒は,自分で満足できる生き方をしていきたい,夢を見つけてその夢に向かって


頑張りたい,あきらめずに明日や未来を見て前向きに進みたい,という思いをもった。 


平成 11年に岩手県教委が発行した道徳の読み物資料である。日本で最初の結核療


養所建設のために尽力した,花巻市出身の山室機恵子の働きが記されている。明治時


代の内容であるため,補助資料で時代背景を紹介し,様々な困難を乗り越えながら働


きとおした機恵子の気持ちを考えやすくした。また,機恵子だけではなく現役の寿司


職人として活躍している方の仕事に対する考え方が記された新聞記事を紹介するこ


とで,働くことに対する考えを深められる授業展開とした。 


4-(5)勤労･奉仕  


一粒の種から-山室機恵子- 
（中学校道徳資料「わたしたち


の郷土をみつめて」より） 


＜３年生＞ 


 
補助資料・全員発表 


グループの話合い 


ワークシート・心のノート 


学級掲示・導入終末・発問 


板書 


生徒は,誰かのためにあきらめずに役に立とうとすることはいいことだと思った,


自分も人の役に立つことをしたい,どんな仕事でも働くことは誰かの役に立ち社会に


貢献している,という思いをもった。 


平成 11年に岩手県教委が発行した道徳の読み物資料である。神楽の練習に取り組


んだ中学生である「わたし」の気持ちを考えさせることで，自分が郷土の発展のため


にできることは何かを考えさせられる資料である。資料へ興味をもたせ，神楽以外の


自分が知っている身近な郷土芸能を想起させながら，自分のこととして具体的に考え


させていくために，郷土芸能について紹介する補助資料と心のノートを活用した授業


展開とした。 


4-(8)郷土愛  


「幻の神楽」復活への道のり
（中学校道徳資料「わたしたち


の郷土をみつめて」より） 


＜１年生＞ 


 
補助資料・体験との関連 


全員発表・ワークシート 


心のノート・学級掲示・発問 


板書 


 生徒は,さんさ踊りでの体験を思い出しながら自分を見つめ直し,これからはふる


さとの様々な郷土芸能を体験して伝えていきたい，という思いをもった。 


平成 11年に岩手県教委が発行した道徳の読み物資料である。課題学習で岩手の伝


統工芸品である浄法寺塗について調べる班が取り上げられた内容である。班の話合い


や体験学習のようすが具体的に記されており，自分たちの体験と重ね合わせやすい資


料である。浄法寺塗についての補助資料と心のノートを活用することで，一つの伝統


工芸品を守り伝えることの難しさを実感させながら，郷土のために自分にできること


を考えさせていける授業展開とした。 


4-(8)郷土愛  


浄法寺塗  
（中学校道徳資料「わたしたち


の郷土をみつめて」より） 


＜２年生＞ 


 
補助資料・体験との関連 


役割演技・グループの話合い 


ワークシート・心のノート 


学級掲示・発問・板書 


 生徒は，浄法寺塗の歴史の深さや職人の思いを理解することで，身近な伝統工芸品


を守りたい，継承しなくてはいけない，という思いをもった。 
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岩手県が岩手の特色をまとめた「黄金の國、いわて。」が主教材である。金色の表


紙，岩手の様々な特色をテーマごとにカラー写真と短い文章でまとめた内容，県知事


とＮＨＫドラマ「どんど晴れ」に出演していた鈴木蘭々さんとの対談により構成され


ている。書かれている内容を紹介することで，今まで気付かなかった岩手の良さの理


解につながる。心のノートも活用し，郷土の発展のために自分も何かをしたいという


思いをもたせる授業展開とした。 


4-(8)郷土愛  


黄金の國、いわて。  


（岩手県総合政策室広聴広


報課発行） 


＜３年生＞ 
開発教材・体験との関連 


全員発表・役割演技 


グループの話合い 


ワークシート・心のノート 


学級掲示・発問・板書 


 生徒は,岩手はとてもすばらしい誇れる県だと思った，岩手の良いところを多くの


人に知ってもらえるようにしたい，もっと岩手にふれあって自分で実感したい，とい


う思いをもった。 


【図４】研究者の授業実践の概要 


イ 担任による授業実践について 


    研究者自身の８時間の授業実践を受けて，1 教材につき複数の指導方法の展開案を作り，所属


校の18学級の担任に授業を行ってもらった。 


    18の指導方法について，ねらいを考えさせていく上で効果的な指導方法となっているか，再現


しやすい授業展開案になっているかを担任に確かめてもらい，アプローチの仕方の配慮事項をま


とめた。それを基に授業展開案に改善を加え，実践事例集として提案していく。 


   以下の【表２】に指導実践を行った教材名と主なアプローチを示す。主なアプローチを組み合


わせた指導方法にそれぞれＡ，Ｂ，Ｃをつけて表していくが，これは便宜的なものである。 


 【表２】担任の授業実践の概要 


主題名 教材名 ＜実践学年＞ 使用する主なアプローチ 


Ａ  ワークシート→全員発表 １-(1)望ましい 
生活習慣 


「遊ぶ」こと  ＜１年生＞ 
（自作資料） Ｂ  発問→全員発表 


２-(1)礼儀 礼儀知らずは恥知らず？ 
（心のノート）   ＜１年生＞ 


Ａ  役割演技→役割演技  


Ａ  ワークシート→全員発表  
Ｂ  発問→全員発表  


２-(6)感謝 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝは心のｷｬｯﾁﾎﾞｰﾙ 
（心のノート）  ＜２・３年生＞ 


Ｃ  グループの話合い→全員発表 


Ａ  ワークシート→全員発表 ３-(3)生きがいの 
ある人生 


出会い  
（自作資料）   ＜２・３年生＞ Ｂ  発問→全員発表 


Ａ  ワークシート→全員発表 ４-(5)勤労・奉仕 山室機恵子-一粒の種から- 
（中学校道徳資料）＜２・３年生＞ Ｂ  発問→全員発表 


Ａ  ワークシート→全員発表 


Ｂ  発問→全員発表 
「幻の神楽」復活への道のり 
（中学校道徳資料） 


＜1・３年生＞ Ｃ  グループの話合い 


Ａ  ワークシート→全員発表 
Ｂ  発問→全員発表 


浄法寺塗 
（中学校道徳資料）＜1・２年生＞ 


Ｃ  グループの話合い→役割演技 


Ａ  ワークシート→全員発表 


４-(8)郷土愛 


黄金の國､いわて。 
（岩手県発行）  ＜２・３年生＞ Ｂ  グループの話合い→役割演技 


･(2) 実践結果の分析と考察 


研究者の授業実践と担任の授業実践をとおして得られた生徒の感想や教師のアンケートから，ア


プローチごとの有効性とアプローチの仕方の配慮事項として考えられることを，以下の【表３】に


示す。 
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【表３】アプローチの有効性とアプローチの仕方の配慮事項 


 アプローチ   有効性 配慮事項 


開発教材 生徒が考えやすい話題を取り上げ
た内容であったこともあり，様々な
考えが出やすく自分を振り返りなが
ら考え深め交流させていく資料とし
て活用できる内容であった。 


読み物資料として開発したものではなく，一般向け
の資料を扱う場合は，漢字が難しく，教師の範読にも
時間がかかるものがある。そのような場合は，事前の
練習や，録音するなどの準備が必要であることを明記
したい。 


体験や体験活
動との関連へ
の配慮 


使用する読み物教材と生徒の体験
との接点を考えた発問をすることに
よって，生徒は自分自身の体験と関
連させながら考えることができ，授
業そのものへの意欲にもつながった。 


体験を想起させる発問をすると，思い出させようと
して，時間を使いすぎることがある。どの程度の時間
をかけられるか，どの程度の反応があればよいのかを
示していくことが必要である。 


 
 
 
教
材
に
対
し
て 


補助資料 体験がない場合や時代が分からな
い場合は，教材の内容への興味をも
たせるために補助資料の活用は有効
であった。また，読み物資料からは
なれて自分自身のことを深く考えさ
せるためにも有効であった。 


補助資料の紹介に使える時間を考えながら，補助資
料の内容を精選していく必要がある。多少，内容が難
しくても，事実を知ることで感動が生じることを考え
合わせ，補助資料を作成したい。 


全員発表 
 


様々な表現の方法で全員に発表さ
せることは，発表へ向けて自分の考
えを真剣にまとめたり，意欲的に発
表を聞いたりすることにつながっ
た。授業に参加した意識をもたせな
がら全員の考えを聞けることで，主
体的にねらいを考えることにつなが
り，授業にも活気が出た。 
 


普段の授業の中で，発表の機会がない場合は，発表
することそのものに生徒が抵抗を覚えるため，あらか
じめ，どのような考えでもいいから答えられるところ
で全員が発表する時間であることを生徒に納得させ
て進めていく必要がある。さらに，強制的に発表させ
るのではなく，自発的に発表できる雰囲気をつくるた
めにも，どのような考えに対しても教師の受容的態度
は欠かせない。また，同じような考えの生徒から発表
させていくなど，生徒が安心感をもって発表できる雰
囲気をつくることも必要である。 


役割演技 考えていることがより具体的な形
で発表でき，生徒も楽しみながら発
表したり聞いたりできた。 


役割を分担する時，普段の人間関係が悪い方向に出
る場合があるので，人間関係を観察した上で，必要で
あれば座席を移動させて意図的にグループを作り直
したり，教師が演じる役割を固定したりする等の配慮
が必要である。 


グループの 
話合い 


まとめられない自分の考えを，班
員や友人の考え聞きながらまとめる
ことができ，自信をもって発表する
ことにもつながった。 


グループの人数が多くなる場合は，話合いの進行係
への指導が必要になる。座席が隣同士のペアであれ
ば，短時間での話合いが可能であるが，人間関係によ
っては成立しない事がある。学級の実態に応じた人数
設定や話合いの指導をしていく必要がある。 


ワークシート 
 


発問に対する自分の考えをまとめ
てから発表できるため，挙手での発
言につなげやすい。また，グループ
の話合いや具体的な事例を考えさせ
るときの活用でも，生徒の話合いや
考えを深めさせることにつながる。 


自分の考えをまとめるためのワークシートであり，
書かせた後で発表につなげていくためのものである
ため，ワークシートに書かせる内容と時間を十分に吟
味する必要がある。発表を聞くことで考えが変わるこ
とがあることにも考慮し，ワークシートに書かれてい
ない内容を発表すること，発表を聞きながらワークシ
ートに書き足したり書き直したりすることを認めな
がらワークシートを活用することが大切である。 


心のノート 
 


授業のねらいを自覚させることに
役立ち，ねらいに対する自分の考え
を深めることに役立つ。特に新聞記
事や冊子などの開発教材を使う場合
は，ねらいをしぼり，考える方向性
を生徒に示していける。 


心のノートそのものへ書き込む場合は，記入後に考
えの交流ができないため，あらかじめワークシートの
中に心のノートの内容を組み込むなどして，発表する
ことを前提に生徒に記入させ，学級掲示や発表につな
げていく必要がある。また，そうすることで，保護者
との交流にも発展させていける。 


 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表
現 
の
機
会 
と
し
て 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


学級掲示 発表できなかった内容も掲示する
ことで，考えの交流になる。また，
考えた内容を後日改めて振り返るこ
ともできる。 


授業終了後すぐに回収し，その日のうちにすぐに掲
示することで，授業で出来なかった交流につながる。
掲示までに時間がかかるようであれば，学級通信など
での紹介もある。あらかじめ，掲示することを前提に
した大きさの用紙に記入させ，表題等をつけずに台紙
にどんどん貼っていけば，１学級20分程度で簡単に掲
示できる。掲示する場合は，その日のうちに掲示する
こと，短学活などの機会をとらえて掲示の内容に簡単
にふれることが大切である。また，長い期間掲示せず
に，次の道徳の時間等早い時期に生徒に返却し，ファ
イリングさせていくことも大切である。 
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ねらいにせま
る導入，終末 


中心教材の内容によって，導入や
終末で心のノート,補助資料,新聞記
事,「黄金の國、いわて。」や体験と
の関連を考えさせる発問の活用は，
ねらいをとらえさせ,読み物資料を
はなれて,これからのことを深く考
えさせることに効果があった。 


導入は，時間をかけすぎないことが大切であるが，
短すぎても生徒を引きつけられないので，自分を振り
返る時間を取りつつも，短時間で切り上げられるよう
に示していく必要がある。 
終末では，ねらいに対する自分自身の考えを深めさ
せられるよう，自分の考えをまとめる時間を確保する
必要がある。 


精選された 
発問 
 


ワークシートを活用する場合は，
記入する時間の確保が必要になるた
め，発問を今まで以上に精選する必
要がある。実践した授業では，ねら
いにせまるために生徒が深く考えて
いける発問であった。 


提示した言葉をそのまま生徒に投げかければ生徒
がねらいに沿って考えられるよう，発問を吟味しなけ
ればならない。また，再現しやすい授業にするために
は，補助発問をしなくても基本発問だけで，ねらいに
沿った考えが生徒から出されるようにしなくてはい
けない。 


 
 
 
 
 
指
導
過
程
に
対
し
て 


簡潔な板書 
 


できるだけ言葉を減らすことで心
情変化などがより明確な板書になる
とともに，授業の流れを止めずに発
表の時間を確保できることにつなが
る。色分けや吹き出し等もあり，わ
かりやすく考えやすい板書であっ
た。 


どのタイミングで，どのように板書すればよいかを
示していくことが大切である。生徒の発表をしっかり
受け止められるように，授業の前半部分で板書をすべ
て終わらせる，あるいは，生徒がワークシートに考え
をまとめている時間を利用して板書を行うなどの具
体的な方法を示す必要がある。 


異なる学年で同じ教材を扱った授業を行った場合は，基本発問や心のノートの内容に対するワー


クシートの書き込みや発言の内容などから，学年が上がるにつれて自分自身を振り返りながら深く


考えられるようになることがわかった。 


また，心のノートの内容である「コミュニケーションは心のキャッチボール」と自作資料のワー


クシートを組合せた授業については，４～５月の学級の人間関係づくりの時期の実施であれば，学


級づくりに効果があるのではないかということ，補助資料や教師が範読する教材の量についても，


授業時間内で扱える量，教師や生徒の理解のしやすさの点からまとめ直した方がいいものもあるこ


と，生徒と共に授業を作り，生徒の考えを深めていこうとする教師の意欲が，生徒に道徳的価値を


自覚させていくために一層の効果をもたらすことなどがわかった。 


さらに，生徒に役割演技やグループの話合いをさせるなど，表現させる機会を多く取り入れた指


導方法を効果的に実践するためには，道徳の授業だけではなく，他教科や日常の様々な場面での取


組が重要であることもわかった。 


以上のような，実践をとおして得られたことを生かして実践事例集を作成する。 


３ 実践事例集の作成 


･(1) 実践事例集作成の要件 


実践事例集は，教材ごとに中表紙で仕切ってまとめていくが，生徒の実態や指導の実態に応じて


指導方法を選択できるように，一つの教材に対してアプローチの組合せを変えた複数の指導方法を


提案していく。このとき，指導方法ごとに便宜的にＡ，Ｂ，Ｃをつけて表記していく。 


実践事例集には，原則としては実践をとおした授業展開案を示す。 


目次は，ねらいと教材，それに対する指導方法の特徴が見える一覧表形式のものと文章で指導方


法をまとめたものを作り，中表紙で仕切りながら，教材ごとの展開案，板書計画，補助資料，ワー


クシート，自作資料等を綴る。補助資料，ワークシート，自作資料等はそのまま印刷して授業で使


えるような形で綴じ込む。以下の【図５】に，実践事例集の構成を示す。 
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【図５】実践事例集の構成 


･(2) 実践事例集の実際 


ア 目次 


実践事例集の目次は２種類とし，【資料１】にはアプローチの特徴と主題名・教材名から展開


案のページが調べられる目次，【資料２】にはアプローチを文章化した目次を示す。目次内のペ


ージの数字は案である。 


【資料１】表からページが読み取れる目次（案） 


      主なアプローチ 


主題名・教材名 
ワーク 


シート 


発 問 グループの


話合い 


･役割演技 板書計画・補助資


料・読み物資料等 


1-(1)望ましい生活習慣  


「遊ぶ」こと（自作資料） 1･2 ページ 3･4 ページ   5～10 ページ 


2-(1)礼儀  


礼儀知らずは恥知らず？（心のノート） 
  11･12 ページ13･14 ページ 


     15・16 ページ 
17～20 ページ 


2-(6)感謝ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝは心のｷｬｯﾁ


ﾎﾞｰﾙ（心のノート）自作資料（ワークシート） 21･22ページ 23･24ページ 25･26 ページ 27～30 ページ 


3-(3)生きがいのある人生  


出会い （自作資料） 31･32ページ 33･34ページ 
  


35～40 ページ 


4-(5)勤労･奉仕 一粒の種から-


山室機恵子-（中学校道徳資料） 41･42ページ 43･44ページ 
  


45～50 ページ 


4-(8)郷土愛 「幻の神楽」復活


への道のり（中学校道徳資料） 51･52ページ 53･54ページ 55･56ページ  57～61 ページ 


4-(8)郷土愛 浄法寺塗  


（中学校道徳資料） 63･64ページ 65･66ページ 67･68 ページ 69～72 ページ 


4-(8)郷土愛 黄金の國、いわて。 


（岩手県総合政策室広聴広報課） 73･74ページ  75･76 ページ 77～80 ページ 


 


【資料２】指導方法を文章でまとめた目次（案） 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


    
・板書計画 
・補助資料 
・ワークシート 
・自作資料 
・使用する読み物 
資料等 


 


 
 
・アプローチの違


  う指導方法の       


 授業展開案 
  （２～３） 


 


中表紙裏 


 
・略案の 
一覧表 


 


中表紙 


 
主題名・教材名・ねらい 
 
○主題・ねらい・教


材について 
○実践したときの


先生や生徒の声 


 


目次 


 
・ねらいと教材名，


主なアプローチ


がわかる一覧表


形式の目次 
・文章でまとめた 
目次 


 


 


道徳授業 


実践 


事例集 


 


４－(8) 郷土愛 


「幻の神楽」復活への道のり（中学校道徳資料【わたしたちの郷土をみつめて】） 


 


○ワークシートを使い，考えを書かせてから発表させていく指導方法の展開案，板書計画 


（ワークシート→全員発表）･･51･52 ページ 


○発問しながら，それに対する考えを発表させていく指導方法の展開案，板書計画 


（発問→全員発表）････53･54 ページ 


○グループの話合いを取り入れる指導方法の展開案，板書計画 


（グループの話合い）････55･56 ページ 


○ワークシート････････････････････････････････････････････････････ 57 ･ページ 


○補助資料（共通） ･･････････････････････････････････････････････58･59 ページ 


○読み物資料（共通）･･････････････････････････････････････････････60･61 ページ 







 - 13 - 


イ 中表紙 


教材ごとに中表紙で仕切るが，中表紙には教材ごとの主題やねらいのとらえ方，おおまかな授業展


開の仕方，実践時の生徒や教師の声，活用してほしい場面を記入し，その教材を使ったときの道徳の


授業が予想できるものとする。【資料３】に『「幻の神楽」復活への道のり』の中表紙を示す。 


【資料３】中表紙（案） 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


○主題・ねらいと教材について 


内容項目４－（8）は「地域社会の一員としての自覚をもって郷土を愛し,社会に尽くした先人や高齢者に尊敬と感


謝の念を深め,郷土の発展に努める。」である。 


中学生の時期に，今,自分たちが生活している郷土をつくりあげてきた伝統や文化を,今後の人々のためにより発展


させて引き継いでいこうとする意欲をもたせることは極めて大切なことである。 


 この資料は, 平成 11 年に岩手県教委が発行した道徳の読み物資料の一つである。神楽の練習に取り組んだときの


中学生の作文を基に作られているが,神楽の練習に取り組んだ中学生である「わたし」の気持ちを考えさせることで，


自分が郷土の発展のためにできることは何かを考えさせられる資料である。 


しかし，神楽に対する認識は地域によって様々であり，神楽を自ら体験している生徒が多い場合は身近な内容であ


るが,全く体験がない場合は興味をもちにくく，自分の郷土としての意識をもって考えにくい内容であると思われる。 


そのため，資料へ興味をもたせ，神楽以外の自分が知っている身近な郷土芸能を想起させながら，自分のこととし


て具体的に考えさせていくために，郷土芸能について紹介する補助資料を用意し，神楽以外の岩手の郷土芸能を紹介


し，神楽が身近な郷土芸能の一つであることを理解させていくことで，自分たちの郷土についての考えを深めようと


する意識をもたせられる授業展開とした。 


さらに，心のノートを活用することでねらいが明確になり，道徳的実践意欲を高められる授業展開とした。 


 実践した授業では,さんさ踊りでの体験を思い出しながら自分を見つめ直し,これからはふるさとの様々な郷土芸


能を体験して伝えていきたい，という思いを生徒がもつなど,道徳的実践意欲の高まりが見られた。 


 


○実践したときの生徒・先生の声 


・補助資料が豊富で，生徒は伝統芸能にどっぷり浸っていた。多くの生徒が興味をもっているように感じた。 


（授業実践した先生の声） 


・発問に対して，生徒たちはあまり悩まずに答えられていた。伝統芸能はものすごく遠いものだと思うので，その割


には，よく考えていた。（授業実践した先生の声） 


・わたしたちの住んでいる岩手に，こんなにいろいろな郷土芸能があるなんてびっくりした。たくさんの郷土芸能を


体験してみたいと思った。（生徒の声） 


・資料を見て，郷土芸能が岩手にはたくさんあるけれど，ほんの一部しか知らなかった。これから，だんだんと岩手


の郷土芸能を知って，どれか一つぐらいは体験してみたい。（生徒の声） 


 


 


 
○こんなときに授業をしてみては･･･（対象学年１～３年生，授業実践学年１・３年生） 


・授業参観で，保護者や地域住民を巻き込んだ授業を行いたいとき。 


・地元の郷土芸能が行われる（夏祭りや郷土芸能の発表会がある）時期に体験


を思い出させながら。 


・副読本の「郷土愛」を扱った読み物資料に替えて。 


 


4－(8) 郷土愛 


「幻の神楽」復活への道のり （岩手県教育委員会 中学校道徳指導資料【わたしたちの郷土をみつめて】） 


ねらい：郷土をつくりあげてきた伝統や文化を大切にし、その発展に尽くそうとする意欲を育てる。 
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ウ 略案 


【資料４】に『「幻の神楽」復活への道のり』の略案を示す。1つの教材に対してアプローチの違う


指導方法がすべてわかる一覧表の形で示す。指導方法には便宜的にＡ，Ｂ，Ｃをつけて表す。 


【資料４】略案 


教材名：「幻の神楽」復活への道のり 
指導方法Ａ 


（ワークシート→全員発表） 


指導方法Ｂ 


（発問→全員発表） 


指導方法Ｃ 


（グループの話合い） 


 


学習内容（発問） 指導上の留意点 学習内容（発問） 指導上の留意点 学習内容（発問） 指導上の留意点 


 


 


導


入 


１神楽を知ってい


るかの確認 


（体験） 


 


２補助資料の説明 


・補助資料を使い


神楽と神楽以外


の郷土芸能につ


いての紹介をす


る。 


１神楽を知って


いるかの確認


（体験） 


 


２補助資料の説


明 


・補助資料を使い


神楽と神楽以外


の郷土芸能につ


いての紹介をす


る。 


１神楽を知って


いるかの確認 


（体験） 


 


２補助資料の説


明 


・補助資料を使い


神楽と神楽以外


の郷土芸能につ


いての紹介をす


る。 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


展


開 


３教師範読とあら


すじの確認 


（紙板書） 


 


４発問が記入され


たワークシート


への記入 


 


○自分の自由な時


間が束縛される


ために，練習の


参加に乗り気で


ない「わたし」


をどう思うか。 


 


○どうして「わた


し」は「何とか


自分たちの手で


幻の神楽を復活


させてやろう」


という気持ちに


なったのか。 


 


◎神楽の発表会を


終えて，私はど


のようなことを


感じていると思


うか。 


 


５記入内容を全員


発表 


 


 


 


 


・ワークシートへ


の記入時間を考


慮し，発問を３


つとする。 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


・全員の記入が完


了していなくて


も，時間になっ


たら発表を始め


る。 


・記入できている


ところは挙手で


発表するように


促し，全員に発


表させる。 


・発表を聞きなが


ら，ワークシー


トに書き加える


ようにさせる。 


３教師範読とあ


らすじの確認 


（紙板書） 


 


４私の気持ちを


考え発表する。 


 


○自分の自由な


時間が束縛さ


れるために,練


習の参加に乗


り気でない「わ


たし」をどう思


うか。 


 


○みんなの力で


復活させよう」


という励まし


を聞いて，「わ


たし」はどうい


うことを感じ


たと思うか。 


 


○「わたし」が感


じた不思議な


気持ちとは,ど


のような気持


ちか。 


 


◎神楽の発表会


を終えて「わた


し」はどのよう


な気持ちにな


ったと思うか。 


 


 


 


 


・発問に対して，


その場で考えさ


せながら発表さ


せていく。 


・考えさせる時間


を確保しながら


全員に１回以上


発表させる。 


３教師範読とあ


らすじの確認 


（紙板書） 


 


４私の気持ちを


考 え 発 表 す


る。 


 


○自分の自由な


時間が束縛さ


れるために，


練習の参加に


乗り気でない


「わたし」を


どう思うか。 


 


○どうして「わ


たし」は「何


とか自分たち


の手で幻の神


楽を復活させ


てやろう」と


いう気持ちに


なったのか。 


 


◎神楽の発表会


を終えて，私


はどのような


ことを感じて


い る と 思 う


か。 


 


 


 


 


・発問に対して，


その場で考えさ


せながら発表さ


せていく。 


・考えさせる時間


を確保しながら


全員に発表させ


る。 


・終末でのグルー


プの話合いの時


間確保のため，


発問を３つとす


る。 


 


 


 


 


 


 


終


末 


 


 


 


 


６補助資料の 


説明 


 


７心のノートへの


記入 


 


８記入内容の 


発表 


 


９記入内容の 


学級掲示 


（プリントを回


収して掲示物に


する。） 


・「黄金の國，いわ


て。」の中から


「伝承の國」を


読み，岩手の郷


土芸能について


紹介する。 


・心のノートを印


刷したプリント


に記入させ，発


表させることで


本時を締めくく


る。 


５補助資料の 


説明 


 


６心のノートへ


の記入 


 


７記入内容の 


発表 


 


８記入内容の 


学級掲示 


（プリントを


回収して掲示


物にする。） 


・「黄金の國，いわ


て。」の中から


「伝承の國」を


読み，岩手の郷


土芸能について


紹介する。 


・心のノートを印


刷したプリント


に記入させ，発


表させることで


本時を締めくく


る。 


５補助資料の 


説明 


 


６心のノートの


内容について


グループ（班


あ る い は ４


人）ごとの話


合い 


 


７話合い内容の 


発表 


８話合い内容の 


学級掲示 


（プリントを


回収して掲示


物にする。） 


・「黄金の國，いわ


て。」の中から


「伝承の國」を


読み，岩手の郷


土芸能について


紹介する。 


・グループごとに


心のノートの内


容を話し合わ


せ，発表させて


本時を締めくく


る。 
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エ 授業展開案 


『「幻の神楽」復活への道のり』を教材とする指導方法ごとの展開案を示す。【資料５】は，ワー


クシート活用後に全員が発表する授業展開案，16頁の【資料６】は発問をしながら全員が発表する授


業展開案，17頁の【資料７】は終末でグループの話合いをする授業展開案を示す。 


授業展開案にはアプローチの仕方も示すため，通常の学習指導案よりも指導上の留意点を多く記入


する。また，授業のポイントも示し，できるだけ再現しやすいように配慮する。 


【資料５】指導方法Ａ（ワークシート→全員発表）の展開案 


教材名：「幻の神楽」復活への道のり 指導方法Ａ（ワークシート→全員発表）  


学習活動・発問 期待する生徒の反応 指導上の留意点 


 


導


入 


 


７


分 


１神楽を知っているか


の確認（体験） 


 


 


 


２補助資料の説明 


 ・神楽を「知っている」「踊ったことがある」か


どうか挙手をさせ，知っている生徒には簡単


に発表させる。知らない生徒がほとんどであ


ると思われるので，話題に出す程度で，時間


をかけすぎる必要はない。 


・補助資料を音読することで，神楽と神楽以外


の郷土芸能についての紹介をする。 


 


 


 


 


 


 


 


 


展


開 


 


 


 


 


 


 


 


27 


分 


３教師範読とあらすじ


の確認（紙板書） 


（８分） 


４発問が記入されたワ


ークシートへの記入


（６分） 


○自分の自由な時間が


束縛されるために，練


習の参加に乗り気で


ない「わたし」をどう


思うか。 


○どうして「わたし」は


「何とか自分たちの


手で幻の神楽を復活


させてやろう」という


気持ちになったのか。 


◎神楽の発表会を終え


て，私はどのようなこ


とを感じていると思


うか。 


５記入内容を全員発表


（12分） 


 
 
 
 
 
・自由な時間が束縛さ


れるのは嫌だ。気持


ちがわかる。（共感） 
 
・神楽の歴史の重さを


感じた。 
・自分たちがやらない


と誰がやるんだ。 
 
・やり続けて良かっ


た。これからも踊り


続けたい。 


・範読後，板書内容に沿ってあらすじを確認す


る。 


・あらすじの確認をしながら，紙板書を貼って


いく。 


・板書は紙でなくても良いが，板書計画に従い


吹き出し等は再現して欲しい。  


・あらすじの確認を行ったら，ワークシートを


わたして考えさせる。 


・ワークシートへの記入時間を考慮し，発問を


３つとする。 


・全員の記入が完了していなくても，時間にな


ったら発表を始める。 


 


・記入できているところは挙手で発表するよう


に促し，全員に発表させる。 


・発表を聞きながら，ワークシートに書き加え


るようにさせる。 
・同じような考えを記入している人はいないか


を問いかけながら発表させていくと，挙手も


出やすい。 
・生徒の発表を聞きながら，板書計画を参考に


簡単に追加の板書をする。 
 


 


終


末 


 


16


分 


６補助資料の説明(５分) 


７心のノートへの記入


（５分） 


８記入内容の発表 


（４分） 


９記入内容の学級掲示


（プリントを回収し


て掲示物にする。） 


・岩手の知らないこと


を知れてよかった。 
 
・岩手の様々な郷土芸


能を体験したいし，      


伝えたい。 
・郷土のために何か自


 分も役に立ちたい。 


・「黄金の國，いわて。」の中から「伝承の國」


を範読し，岩手の郷土芸能について紹介する。 


・心のノートを印刷したプリントを配布し，内


容を音読する。（生徒の音読でも良い。） 


・心のノートを印刷したプリントに記入させ，


時間が来たら数人に発表させて本時を締めく


くる。 


授業のポイント 


◇補助資料は，丁寧に音読するが時間をかけすぎない･･･本時は岩手の郷土芸能を詳しく知ることにより，郷土の発


展のために尽くそうとする意欲を引き出そうとする授業展開であるので，補助資料は丁寧に音読（範読）したい。


補助資料そのものから生徒一人一人に感じとらせたいために，範読後は説明を加えないようにしたい。 


◇心のノートへの記入内容は出来るだけ多くの生徒に発表させる･･･展開部分でも全員に発表させているが，心のノ


ートの記入内容の発表にはそれほど時間もかからないので，時間がある限り多くの生徒に発表させたい。 
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【資料６】指導方法Ｂ（発問→全員発表）の展開案 


教材名：「幻の神楽」復活への道のり 指導方法Ｂ（発問→全員発表）  


学習活動・発問 期待する生徒の反応 指導上の留意点 


 


導


入 


 


７


分 


１神楽を知っているか


の確認（体験） 


 


 


 


２補助資料の説明 


 ・神楽を「知っている」「踊ったことがある」か


どうか挙手をさせ，知っている生徒には簡単


に発表させる。知らない生徒がほとんどであ


ると思われるので，話題に出す程度で，時間


をかけすぎる必要はない。 


・補助資料を音読することで，神楽と神楽以外


の郷土芸能についての紹介をする。 


 


 


 


 


 


 


 


展


開 


 


 


 


 


 


 


 


27 


分 


３教師範読とあらすじ


の確認 


（紙板書）（８分） 


 


４私の気持ちを考え，発


表する。 


（19分） 


 


○自分の自由な時間が


束縛されるために,練


習の参加に乗り気で


ない「わたし」をどう


思うか。 


 


○「みんなの力で復活さ


せよう」という励まし


を聞いて，「わたし」


はどういうことを感


じたと思うか。 


 


○「わたし」が感じた不


思議な気持ちとは,ど


のような気持ちか。 


 


◎神楽の発表会を終え


て「わたし」はどのよ


うなことを感じてい


ると思うか。 


 
 
 
 
 
 
 
 
 
・自由な時間が束縛さ


れるのは嫌だ。気持


ちがわかる。（共感） 
 
 
 
・みんなと何としても


復活させたい。 
・復活に向けての強い


決意。 
 
 
・神楽の歴史の重さを


感じた。 
 
 
・やり続けて良かっ


た。これからも踊り


続けたい。 


・範読後，板書内容に沿ってあらすじを確認す


る。 


・あらすじの確認をしながら，紙板書を貼って


いく。 


・板書は紙でなくても良いが，板書計画に従い


吹き出し等は再現して欲しい。  


 


・発問に対して，その場で考えさせながら発表


させていく。 


・考える時間を確保しながら全員に１回以上発


表させる。 


・同じような考えの人はいないかを問いかけな


がら発表させると，挙手が出やすい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・生徒の発表を聞きながら，板書計画を参考に


簡単に追加の板書をする。 
 


 


終


末 


 


16


分 


５補助資料の説明(５分) 


 


 


６心のノートへの記入


（５分） 


７記入内容の発表 


（４分） 


８記入内容の学級掲示


（プリントを回収し


て掲示物にする。） 


・岩手の知らないこと


を知れてよかった。 
 
・岩手の様々な郷土芸


能を体験したいし，      


伝えたい。 
・郷土のために何か自


 分も役に立ちたい。 


・「黄金の國，いわて。」の中から「伝承の國」


を範読し，岩手の郷土芸能について紹介する。 


・心のノートを印刷したプリントを配布し，内


容を音読する。（生徒の音読でも良い。） 


 


 


・心のノートを印刷したプリントに記入させ，


時間が来たら数人に発表させて本時を締めく


くる。 


 
授業のポイント 


◇補助資料は，丁寧に音読するが時間をかけすぎない･･･本時は岩手の郷土芸能を詳しく知ることにより，郷土の発


展のために尽くそうとする意欲を引き出そうとする授業展開であるので，補助資料は丁寧に音読（範読）したい。


補助資料そのものから生徒一人一人に感じとらせたいために，範読後は説明を加えないようにしたい。 


◇心のノートへの記入内容は出来るだけ多くの生徒に発表させる･･･展開部分でも全員に発表させているが，心のノ


ートの記入内容の発表にはそれほど時間もかからないので，時間がある限り多くの生徒に発表させたい。 
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【資料７】指導方法Ｃ（グループの話合い）の展開案 


教材名：「幻の神楽」復活への道のり 指導方法Ｃ（グループの話合い）  


学習活動・発問 期待する生徒の反応 指導上の留意点 


 


導


入 


 


７


分 


１神楽を知っているか


の確認（体験） 


 


 


 


２補助資料の説明 


 ・神楽を「知っている」「踊ったことがある」か


どうか挙手をさせ，知っている生徒には簡単


に発表させる。知らない生徒がほとんどであ


ると思われるので，話題に出す程度で，時間


をかけすぎる必要はない。 


・補助資料を音読することで，神楽と神楽以外


の郷土芸能についての紹介をする。 


 


 


 


 


 


 


 


展


開 


 


 


 


 


 


 


 


22 


分 


３教師範読とあらすじ


の確認 


（紙板書）（８分） 


４私の気持ちを考え，発


表する。 


（13分） 


○自分の自由な時間が


束縛されるために，練


習の参加に乗り気で


ない「わたし」をどう


思うか。 


○どうして「わたし」は


「何とか自分たちの


手で幻の神楽を復活


させてやろう」という


気持ちになったのか。 


◎神楽の発表会を終え


て，私はどのようなこ


とを感じていると思


うか。 


 
 
 
 
 
 
 
・自由な時間が束縛さ


れるのは嫌だ。気持


ちがわかる。（共感） 
 
・神楽の歴史の重さを


感じた。 
・自分たちがやらない


と誰がやるんだ。 
 
 
・やり続けて良かっ


た。これからも踊り


続けたい。 


・範読後，板書内容に沿ってあらすじを確認す


る。 


・あらすじの確認をしながら，紙板書を貼って


いく。 


・板書は紙でなくても良いが，板書計画に従い


吹き出し等は再現して欲しい。  


・後半での話合いの時間確保のため，テンポ良


く進める。 


・発問に対して，その場で考えさせながら発表 


させていく。 


・考える時間を確保しながら全員に発表させる。 


・終末でのグループの話合いの時間確保のため，


発問を３つとする。 
・同じような考えの人はいないかを問いかけな


がら発表させていくと，挙手も出てくる。 
 
 
・生徒の発表を聞きながら，板書計画を参考に


簡単に追加の板書をする。 


 


 


 


終


末 


 


21


分 


５補助資料の説明(５分)  


 


６心のノートの内容に


ついて個人で記入（５


分）後，グループ（班）


ごとの話合い（６分） 


７話合い内容の発表 


（２分） 


８話合い内容の学級掲


示（プリントを回収し


て掲示物にする。） 


 
 
・岩手の知らないこと


 を知れてよかった。 
 
・岩手の様々な郷土芸


能を体験したいし，      


伝えたい。 
・郷土のために何か自


分も役に立ちたい。 


・「黄金の國，いわて。」の中から「伝承の國」


を範読し，岩手の郷土芸能について紹介する。 


・心のノートを印刷したプリントを配布し，内


容を音読する。（生徒の音読でも良い。） 


・心のノートを印刷したプリントに記入させ，


時間が来たら班隊形で意見交流をさせる。 


・班で話合い，班として一枚の用紙にまとめ，


掲示できるように記入させる。 
・班隊形を戻し，班長に話合いの内容をその場


で発表させて授業を締めくくる。 


授業のポイント 


◇補助資料は，丁寧に音読するが時間をかけすぎない･･･本時は岩手の郷土芸能を詳しく知ることにより，郷土の発


展のために尽くそうとする意欲を引き出そうとする授業展開であるので，補助資料は丁寧に音読（範読）したい。


補助資料そのものから生徒一人一人に感じとらせたいために，範読後は説明を加えないようにしたい。 


◇グループの話合いでは，出来るだけ具体的なことを出させる･･･一人一人，ふるさとに自分ができることを考えた


後の話合いであるので，具体的に何が出来るか，実際に出来そうなことを話合わせ，意欲を高めたい。（班の考え


を記入する用紙を，班ごとに１枚ずつ渡しておく必要がある。） 


 


 


 


 


 


授業参観の時は，終末で保護者（地域）の方たちにもグループごとに話し合っていただいたり，一人一人に考えていただ


いたりして，班長の後に続けて発表を行ってもらう展開も可能である。「郷土」に対する思いは，世代を超えて同じであ


ることが実感できる。「郷土」にできることについてという内容であれば，事前の連絡等がなくても保護者は考えやすい


内容であると思われる。また，町内会長など地域活動の中心になっている方が参観している場合は，授業の最後に，生徒


の発表を聞いた感想を短く述べていただくことも可能である。保護者（地域住民）の参加を考える場合は，時間の確保が


必要であるため，導入で補助資料の紹介を省略する，範読とあらすじ確認をかなりテンポ良く行う等，前半で少なくても


７分程度の時間を確保し，終末の時間に余裕をもたせたい。 
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オ 板書計画 


アプローチの違いにより，発問の内容が一部異なることもあるため，【資料８】に示す板書計


画（例）のように，同じ教材であっても板書内容が一部変わる場合もある。 


 


【資料８】板書計画（例）（指導方法Ａ，Ｃ） 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


                              


 ※指導方法Ｂでは，「歴史の重さ」が「復活させたい」になる。 


 


カ 補助資料，ワークシート，自作資料 


実践事例集には板書計画のあとに，印刷すれば使える形にまとめた補助資料，ワークシート，


自作資料を綴じ込む。 


･(3) 実践事例集の活用 


現在，実践事例集には12頁の【資料１】の目次に示す，20の授業展開案の提案を検討している。


加えて，授業実践をとおして得られたアプローチの有効性を生かした新しい教材の授業展開案も作


成し，提案する予定である。 


教師が生徒の実態と自分自身の指導の実態を考えて指導方法を選択できるよう，提案する実践事


例集には一つの教材につきアプローチの違う複数の授業展開案を示す。複数の授業展開案の中から，


授業で使う展開案を選択するときは，いつもと違う指導方法に挑戦しようという教師の意欲を重視


する場合と，生徒の今までの実態を考慮し，生徒が落ち着いて考えられる指導方法を重視し選択す


る場合が考えられる。 


   また，授業参観日などで保護者や地域住民を巻き込んで展開していける指導方法の提案も行い，


年間35時間の道徳の授業のどこかの場面で活用してもらえるような実践事例集とする。 


４ 道徳の時間の指導の充実に関する研究のまとめ 


本研究は，中学校における道徳の時間の指導の充実を図るために，教材や補助資料，心のノートの


活用や指導過程など，アプローチを工夫した実践事例集を作成して提示し，道徳の時間の指導の充実


を図ろうとするものであった。成果と課題を以下にまとめる。 


「
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踊
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指
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受
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史
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発
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わたしの気持ちの高まりにあわせ，高さを


上げて板書したい。 


生徒の発表後に記入。ここ


以外はあらすじ確認のと


きに紙板書する。 
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･(1) 成果 


ア 研究者と担任による授業実践をとおして，アプローチの有効性とアプローチの仕方の工夫はど


のようにすればよいかを検討することができた。また，それらの実践結果を基に，生徒が自分の


問題として主題を受け止めることができるような道徳の時間の様々な指導方法をまとめること


ができた。 


・･(ｱ) 様々なアプローチを工夫した研究者と担任による授業に対して生徒は意欲的な姿勢を示し，


自分自身と向き合いながら考えを深めることができた。 


・・･(ｲ) 教科の授業と同様に道徳の授業でも，自分の知らなかったことを知った喜びは，生徒にとっ


て大きなものであった。補助資料から今まで知らなかった事実が知れたり，普段聞くことがで


きない学級全員の考えが聞けたりすることは，指導者の説話よりも説得力をもち，生徒に大き


な驚きや感動を与えた。 


・・･(ｳ) ｢中学校学習指導要領解説道徳編(2008)｣で述べられている，生徒への表現の機会の充実を図


ることを意識した授業では，授業を進めていく中で生徒の発表に対する抵抗感が徐々になくな


り，多くの発表や意見の交流をすることができた。また，楽しみながら自分の考えを表現して


いる様子も見られた。 


イ 多くの先生方による授業参観や授業実践をとおして，所属校の先生方と共に生徒にとって魅力


ある道徳の時間の指導の在り方について，検討を重ねることができた。 


・・･(ｱ) アプローチの仕方を工夫した授業に対して，どのようにすれば生徒がより深く考えるのか，


よりよい授業を共に作ろうという意識をもって授業参観をしてもらえたため，改善点が明確に


なった。 


・・･(ｲ) 全学級の担任が，全学級で違う指導方法の授業に対して前向きに取り組んだことにより，道


徳の授業の在り方について，改めてお互いに考える機会になった。また，新たな指導方法への


手応えを担任と共に感じることができた。 


･(2) 課題 


ア 担任による授業実践から，授業展開案を再現するためにはアプローチの仕方を示した指導上の


留意点への記述が重要であることがわかったため，再現しやすい授業展開案の示し方に検討を重


ねる必要がある。 


イ 多くの生徒や教師の実態に対応していくためには，提示する授業展開案が多い方がいいため，


新たな教材やねらいの授業展開案を作る必要がある。 


 


Ⅴ 研究のまとめと今後の課題 


 １ 研究のまとめ                                              


様々なアプローチの仕方を工夫した道徳の授業は，生徒の道徳的実践力の育成を図ることに有効


であり，道徳の時間の指導の充実のために有効であることが確かめられた。 


２ 今後の課題 


教師が再現しやすい提示の仕方を一層検討し，教員の個性を生かす指導方法が選べるような実践


事例集に仕上げたい。また，アプローチの有効性を生かした展開案を新たに作成し，実践事例集の


広い活用につなげたい。 
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＜おわりに＞ 


この研究を進めるに当たり，忙しい中ご協力いただきました所属校の先生方，生徒の皆さん，自作資


料作成のために資料提出等のご協力をしてくださいました方に心からお礼を申し上げます。 
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補助資料 


道徳「幻の神楽」復活への道のり 補助資料１       ※→神楽の体験がある生徒が多いときは必要ない。 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


神楽の解説                


神楽とは，神社に奉納される神事芸能である。岩手県内の神楽は，「山伏神楽」「社風（みやぶり）


神楽」「科白（せりふ）神楽」「多賀神楽」の４つに大別される。 


 県内でもっとも古く，多いのは山伏神楽である。修験者集団が伝承してきた三拍子（笛・太鼓・手


びらかね）の舞曲で，神楽殿または民家の前で踊られる。 


 「神」は「かむくら」（神の座）のことで，この神の座につくのは，しし頭に具象される権現（獅子


頭）である。 


花巻市大迫町の「岳（たけ）神楽」と「大償（おおつぐない）神楽」が各地に系統を伝え，県内で


伝承されている神楽の多くは，両派から伝えられたものが多い。 


 山伏神楽の中でも，特に修験道的性格が強いものに「大乗神楽」があり，北上市煤孫（すすまご）


地区に伝承されている。 


 


黒森神楽 


もとは，宮古市山口にある黒森神社の別当が主宰し，黒森山を行場とする修験山伏（しゅげんやま


ぶし）の集団によって伝承されてきた。権現さま（獅子頭）を奉じて廻村する慣行があり，延宝年間


（1673～81年）以前から，野田通・宮古通・大槌通の村々を廻っていたことがわかっており，黒森神


楽の発祥は，室町時代中ごろと考えられている。現在は，宮古市内岩泉町小本などの有志によって受


け継がれている。 


 カスミ（旦那場）廻りの伝統を神楽巡業によって現代に受け継ぐ，数少ない神楽集団である。 


舞込み・舞立ち・墓獅子・柱かがり・火伏せ祈祷・身がためなど，きわめて重要な儀礼慣行をもち，


演目も豊富であることから，芸能史上貴重である。 


主な公演場所は，７月の黒森神社例祭と１月からの冬季間のカスミ巡行である。カスミ巡行は，現


在は，正月明けに黒森神社を舞立ち，北廻り（宮古市～普代村）と南廻り（宮古市～大槌町）を，１


年交代で，１～２ヶ月巡業する。              
～岩手県公式ホームページ文化情報大辞典より～ 
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道徳「幻の神楽」復活への道のり 補助資料２ 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


岩手の郷土芸能とは         


岩手には数多くの郷土芸能が伝承されている。 
種類，数，質の高さなど，すべてにおいて全国に誇りうる「郷土芸能の宝庫」として，県内外から非


常に高い評価を得ている。 


岩手の主な郷土芸能 


神楽･･･神楽は，今から 1.000 年の昔，平安時代に貴族の宮廷舞いとして踊られたのがそのルーツと


もいわれている。 


剣舞･･･鬼剣舞（おにけんばい）は，民俗芸能の念仏踊りの一種で，鬼の面をつけての男らしい踊り


である。ケンバイとは修験道（しゅげんどう）から来た言葉である。 


鹿踊･･･鹿踊とは,鹿に似せた装束を着て８人一組で踊る郷土芸能である。本来は,鹿を祀（まつ）っ


ていることで有名な奈良県の春日大社の神事だったものが,全国の春日系列の神社・仏閣に伝


橎（でんぱ）されたということである。 


田植踊り･･･日本は古来，農業国であり，稲作が中心だった。稲の出来が暮らしを左右する昔では，


豊作を神仏に祈願することを重んじ,田起こしから田植え,稲刈り,米搗き（こめつき）を演じ


た踊りを舞い,伝承されてきた。 


他には･･･えんぶり,倉沢人形歌舞伎(くらさわにんぎょうかぶき),さんさ踊り,虎舞, 


七つ物・七つ踊り（ななつものななつおどり）,ナニャトヤラ,火防祭の屋台囃子（ひぶ


せまつりのやたいばやし）,広瀬人形芝居常楽座（ひろせにんぎょうしばいじょうらく


ざ）,室根神社のマツリバ行事,毛越寺の延年（もうつうじのえんねん） 等 


～岩手県公式ホームページ文化情報大辞典より～ 


※補助資料３は，岩手県総合政策室広聴広報課が発行している「黄金の國、い


わて。」の中の「伝承の國」である。 岩手の様々な歴史的な内容も記され


ており，難しい表現を使っているが，３つの補助資料の中では，最も生徒の


受け止めはよい。 
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ワークシート  ※指導方法Ａ ワークシートを活用した授業で使用 


「幻の神楽」復活への道のり 


                         年  組   番 氏名               


◎次の１～３の内容について、あなた自身の考えを記入しましょう。 
１ 自分の自由な時間が束縛されるために，練習の参加に乗り気でない「わたし」をどう思うか。 
 


                                     


                                     


                                     


２ どうして「わたし」は「何とか自分たちの手で幻の神楽を復活させてやろう」という気持ちになっ


たのか。 
 


                                     


                                     


                                     


３ 神楽の発表会を終えて「わたし」はどのようなことを感じていると思うか。 
 


                                    


                                     


                                     


❖❖ここからは、授業の最後に記入しましょう。❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖ 


○以下は，心のノート（112ページ）の内容になります。今日はここに記入しましょう。 
ふるさとに自分ができることはなんだろうか 
□ あたりまえのように毎日を暮らしている私の町。ここは、確実にあなたのふるさとなのだ。いま、ちょっと大人


になった目で、ふるさとのことを考えてみよう。ふるさとのよさを伸ばしてみたいと思うこと、こうしたらいい


と思うこと。課題を自分なりに掘り起こしてみよう。 
□ あなたが見つけたふるさとの課題について考えてみよう。自分のふるさとだと胸を張れるようにするために、何


かできることはないだろうか。自分自身で、あるいは仲間と力を合わせて、きっと何かできることがある。 
 


 


  


 


 


平成  年  月  日（  ）      （  年  組  番氏名              ） 
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ワークシート  ※指導方法Ｂ・Ｃの終末で使用 


 
○心のノート（112ページ）の内容になります。今日はここに記入しましょう。 
ふるさとに自分ができることはなんだろうか 
□ あたりまえのように毎日を暮らしている私の町。ここは、確実にあなたのふるさとなのだ。いま、ちょっと大人にな


った目で、ふるさとのことを考えてみよう。ふるさとのよさを伸ばしてみたいと思うこと、こうしたらいいと思うこ


と。課題を自分なりに掘り起こしてみよう。 
□ あなたが見つけたふるさとの課題について考えてみよう。自分のふるさとだと胸を張れるようにするために、何かで


きることはないだろうか。自分自身で、あるいは仲間と力を合わせて、きっと何かできることがある。 
 


 


 


 


 


 


 
※授業参観日等では，この用紙を生徒に配布するときに保護者や地域住民にもわたし，その場で記入してもらう（考えてもらう）など


したあと発表してもらう。 


 


 


 


 


 


 


 


平成  年  月  日（  ）      （  年  組  番氏名              ） 
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の
人
た
ち


が
踊
り
を
知
っ
て
い
る
古
老
の
人
た
ち
を
訪
ね
歩
き
、
何
年
間
も
か
け
そ
の
踊
り
を
再
発


見
し
た
も
の
だ
。
そ
の
踊
り
の
雄
大
さ
や
激
し
さ
か
ら
、
な
ん
と
か
復
活
さ
せ
よ
う
と
い


う
も
の
で
あ
る
。
市
史
編
さ
ん
室
の
先
生
か
ら
、
国
の
重
要
無
形
文
化
財
の
指
定
を
受
け


る
た
め
に
、
ぜ
ひ
、
わ
た
し
た
ち
に
力
を
貸
し
て
ほ
し
い
と
い
う
依
頼
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。


最
初
そ
の
話
を
聞
い
た
と
き
に
は
、
正
直
言
っ
て
あ
ま
り
乗
り
気
に
は
な
れ
な
か
っ
た
。


土
日
の
夜
に
練
習
が
予
定
さ
れ
、
自
分
の
自
由
な
時
間
が
束
縛
さ
れ
て
し
ま
う
か
ら
だ
。


し
か
し
、
み
ん
な
が
や
っ
て
み
よ
う
と
勧
め
る
し
、
今
ま
で
踊
っ
て
き
た
も
の
の
原
型
な


の
で
、
練
習
も
大
変
で
は
な
い
だ
ろ
う
と
考
え
て
、
参
加
す
る
こ
と
に
し
た
。 


 


い
よ
い
よ
練
習
が
始
ま
り
、
会
場
の
地
区
セ
ン
タ
ー
に
出
か
け
た
。
も
う
す
で
に
、
保


存
会
の
方
々
や
地
域
の
人
が
大
勢
集
ま
っ
て
い
た
し
、
会
場
の
空
気
も
な
ん
だ
か
張
り
つ


め
て
い
る
よ
う
に
感
じ
た
。
保
存
会
の
方
に
指
導
し
て
も
ら
い
な
が
ら
踊
っ
て
み
た
。
手


や
足
の
動
き
、
踊
り
の
進
み
方
な
ど
、
今
ま
で
の
神
楽
と
は
全
く
違
う
も
の
だ
っ
た
。
安


易
に
考
え
て
い
た
わ
た
し
の
考
え
は
、
一
気
に
吹
き
飛
ば
さ
れ
、
そ
の
踊
り
の
難
し
さ
に


身
が
引
き
締
ま
る
思
い
が
し
た
。 


 


練
習
は
毎
回
二
時
間
に
も
及
ぶ
も
の
に
な
っ
た
。
ど
う
し
て
も
同
じ
と
こ
ろ
に
な
る
と


間
違
っ
て
し
ま
い
、
何
度
か
投
げ
出
し
た
い
気
持
ち
に
な
っ
た
。
何
度
間
違
っ
て
も
、
保


存
会
の
方
は
嫌
な
顔
を
せ
ず
に
、
手
取
り
足
取
り
優
し
く
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
。
足
が
棒


の
よ
う
に
な
り
疲
れ
て
座
り
込
ん
で
い
る
と
、
く
じ
け
そ
う
に
見
え
た
の
か
、
保
存
会
の


中
心
に
な
っ
て
踊
り
を
見
つ
け
出
し
た
佐
伯
さ
ん
が
、
い
つ
も
と
は
違
う
激
し
い
口
調
で
、


「
今
ま
で
途
絶
え
て
い
た
神
楽
だ
。
こ
の
地
域
で
踊
ら
れ
て
い
た
踊
り
だ
。
み
ん
な
の
力


で
復
活
さ
せ
よ
う
。」
と
励
ま
し
て
く
だ
さ
っ
た
。 


 


練
習
を
重
ね
て
い
く
う
ち
に
、
わ
た
し
の
心
の
中
に
は
、
何
と
か
自
分
た
ち
の
手
で
、


幻
の
神
楽
を
復
活
さ
せ
て
や
ろ
う
、
と
い
う
気
持
ち
が
芽
生
え
て
き
た
。
難
し
い
踊
り
を


覚
え
た
時
の
嬉
し
さ
は
、
格
別
の
も
の
だ
っ
た
。
自
分
が
生
ま
れ
育
っ
た
地
域
に
、
長
い


間
伝
わ
っ
て
き
た
神
楽
。
わ
た
し
の
祖
先
も
、
こ
う
や
っ
て
踊
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い


と
考
え
る
と
、
不
思
議
な
気
持
ち
に
な
っ
た
。
練
習
し
て
か
ら
一
月
が
過
ぎ
、
幻
の
神


楽
も
何
と
か
形
に
す
る
こ
と
が
出
来
た
。 


 


い
よ
い
よ
発
表
会
の
当
日
を
迎
え
た
。
会
場
に
着
き
早
速
準
備
を
始
め
た
。
衣
装
を
身


に
つ
け
な
が
ら
、
今
ま
で
の
練
習
を
思
い
出
し
て
い
た
。
太
鼓
が
な
り
、
踊
り
が
始
ま
っ


た
。
太
鼓
の
響
き
は
、
保
存
会
の
人
た
ち
が
わ
た
し
た
ち
に
「
が
ん
ば
れ
」
と
、
声
援
を


送
っ
て
い
る
よ
う
に
聞
こ
え
た
。
わ
た
し
は
自
分
に
言
い
聞
か
せ
た
。 


 


「
幻
の
神
楽
を
踊
れ
る
喜
び
を
感
じ
、
悔
い
の
な
い
よ
う
に
踊
ろ
う
。」
と
。 


 
（
平
成
十
一
年
三
月
岩
手
県
教
育
委
員
会
発
行 


中
学
校
道
徳
指
導
資
料
【
わ
た
し
た
ち
の
郷
土
を
み
つ
め
て
】）
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○主題・ねらいと教材について 


内容項目１－（1）は，「望ましい生活習慣を身に付け，心身の健康の増進を図り，節度を守り節制に心掛け調和のある


生活をする。」である。 


中学生の時期は，軽はずみな行動によって健康を損なってしまったり，時間や物の価値を軽視してその活用を誤ったり


するなど，衝動にかられた行動に陥ることもある。そのため，望ましい生活主観を身に付けることが，充実した人生を送


る上で欠くことのできないものであることを，生徒自らが自覚できるようにすることが大切である。 


この『「遊ぶ」こと』は，電子ゲームに対する考えや道具を使わずに遊ぶことについてまとめた自作の読み物資料であ


る。誰もが必ず体験している「遊び」は，生活には欠かせないものである反面，生活のリズムを乱すことにつながりやす


い側面をもっている。生活する上での遊びの利点や欠点は，生徒自身が今までの生活の中で身をもって感じていることで


あると思われる。そのため，生活全般を振り返らせるきっかけとして「遊び」について考えさせながら，自分自身の生活


習慣を見直させていくことで，他人事ではなく自分のこれまでの生活習慣の見直しを図れる授業展開とした。また，心の


ノートを併せて活用することで，今までの自分の生活を踏まえつつ，これからの自分の生活にとって大切にしていきたい


生活習慣を考えさせていける授業展開とした。 


 実践した授業では，けじめをつけた生活が大切である，これからは時間を大切に生活していきたい，というような思い


を生徒がもち，道徳的実践意欲の高まりが見られた。 


 


○実践したときの先生・生徒の声 


・心のノートを活用することで，考えを広げられたと思った。自分の考えを述べる発言のおかげで，資料の中の話だとい


うわけではなく，自分の生活と重ねながら授業を受けていたように感じた。（授業実践した先生の声） 


・テンポがあっていいと思う。「遊び」という視点から，スムーズに生活へと広げて考えられたと思う。わかっていても


できないという子は，最後の用紙記入の際に，なかなか書けなかったようだ。（授業実践した先生の声） 


・こうやって，自分の生活を振り返ってみると，自分がやっていることなどいろいろなことがわかると思った。そして，


決意も書いたので，それを頑張っていきたい。（生徒の声） 


・自分の生活について改めて考えてみると，自分にとって大切なことがしっかりできていないことがあるなと思った。こ


れからは，今日考えた大切にしていきたいことを，ちゃんとやっていきたいと思った。（生徒の声） 


・一日をしっかり過ごすためには，自分が健康のことを考えて行動したり，学校での勉強や生活のことを乱さないでやる


ことが大切だとわかった。（生徒の声） 


 


 


 


 


 


 


 


１－(1) 望ましい生活習慣 


「遊ぶ」こと        （自作資料） 


 


ねらい：望ましい生活習慣を身に付け，節度を守り節制を心がけた生活を送ろうとする意欲を育てる。 


 


○こんなときに授業をしてみては･･･（対象学年１～３年生，授業実践学年１年生） 


・学期の初めで，まだ生活のリズムができていないとき。 


・大きな行事がない時期に，家庭での生活を見直させたいとき。 


・副読本の「望ましい生活習慣」を扱った読み物資料に替えて。 
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教材名：「遊ぶ」こと 指導方法Ａ・Ｂ 略案 


ねらい：望ましい生活習慣を身に付け，節度を守り節制を心がけた生活を送ろうとする意欲を育てる。 


指導方法 Ａ 


ワークシート→全員発表 


指導方法 Ｂ 


発問→全員発表 


指導方法 Ｃ  


学習内容（発問） 指導上の留意点 学習内容（発問） 指導上の留意点 学習内容（発問） 指導上の留意点 


 


導


入 


１今までの遊びを振


り返る。（体験） 


・どのような遊び


をしてきたか


を具体的に思


い出させる。 


１今までの遊びを


振り返る。（体験） 


・どのような遊び


をしてきたか


を具体的に思


い出させる。 


  


 


 


 


 


 


 


 


 


 


展


開 


２教師範読と内容の


確認 


 


 


３発問が記入された


ワークシートへの


記入 


 


○お母さんは，息子


たちがいじめられ


るかもしれないと


思いながらも，ど


うして電子ゲーム


を買い与えないと


思うか。 


○一人ではなかなか


やめられないよう


に電子ゲームが作


られている，とい


うことを聞いてど


う思うか。 


◎一日をリズムよく


過ごすためには，


どういうことに気


をつけて遊ばなく


てはいけないか。 


 


４記入内容を全員が


発表 


 


 


・内容にかかわる


ことを紙板書


する。 


 


・ワークシートへ


の記入時間を


考慮し，発問を


３つとする。 


 


・全員の記入が完


了していなく


ても，時間にな


ったら発表を


始める。 


・記入できている


ところは挙手


で発表するよ


うに促し，全員


に発表させる。 


・発表を聞きなが


ら，ワークシー


トに書き加え


るようにさせ


る。 


 


 


 


・生徒の発表内容


を受けて板書


する。 


２教師範読と内容


の確認 


 


 


３資料中に述べら


れていることに


対する自分の考


えを発表する。 


 


○お母さんは，息子


たちがいじめら


れるかもしれな


いと思いながら


も，どうして電子


ゲームを買い与


えないと思うか。 


○一人ではなかな


かやめられない


ように電子ゲー


ムが作られてい


る，ということを


聞いてどう思う


か。 


○遊ぶことの良さ


は何か。 


◎一日をリズムよ


く過ごすために


は，どういうこと


に気をつけて遊


ばなくてはいけ


ないか。 


 


・内容にかかわる


ことを紙板書


する。 


 


 


 


 


 


 


・発問に対して，


その場で考え


させながら発


表させていく。 


・考えさせる時間


を確保しなが


ら全員に１回


以上発表させ


る。 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


・生徒の発表内容


を受けて板書


する。 


  


 


 


 


 


 


 


 


終


末 


５心のノート 14・15


ページの紹介と確


認 


 


６自分が大切にして


いきたい生活習慣


の記入 


 


 


 


７記入内容を全員が


発表 


 


８記入内容の学級掲


示（発表時にプリ


ント回収） 


・心のノートを音


読して紹介し，


「あなたはど


うしています


か」を振り返ら


せたあとで，自


分が大切にし


たい生活習慣


を記入させる。 


 


・黒板前で全員に


発表させて本


時を締めくく


る。記入した用


紙は発表時に


回収し，その場


で掲示してい


く。 


４心のノート 14・15


ページの紹介と


確認 


 


５自分が大切にし


ていきたい生活


習慣の記入 


 


 


６記入内容を全員


が発表 


 


７記入内容の学級


掲示（発表時にプ


リント回収） 


・心のノートを音


読して紹介し，


「あなたはど


うしています


か」を振り返ら


せたあとで，自


分が大切にし


たい生活習慣


を記入させる。 


・黒板前で全員に


発表させて本


時を締めくく


る。記入した用


紙は発表時に


回収し，その場


で掲示してい


く。 
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教材名：「遊ぶ」こと 指導方法Ａワークシート→全員発表 授業展開案 


ねらい：望ましい生活習慣を身に付け，節度を守り節制を心がけた生活を送ろうとする意欲を育てる。  
学習活動・発問 期待する生徒の反応 指導上の留意点 


導


入 


３


分 


１今までの遊びを振り返


る。（体験） 


 ・どのような遊びをしてきたかを具体的に思い出さ


せるために，追いかけっこ，砂遊び，鬼ごっこ，


ボール遊び，野球，サッカー，電子ゲームを例示


し，やったことがある遊びには挙手をさせていく。 


・時間をかけすぎないようにする。 


 


 


 


 


展


開 


 


 


 


 


 


 


25 


分 


２教師範読と内容の確認 


（６分） 


 


３発問が記入されたワーク


シートへの記入（５分） 


 


○お母さんは，息子たちが


いじめられるかもしれな


いと思いながらも，どう


して電子ゲームを買い与


えないと思うか。 


 


○一人ではなかなかやめら


れないように電子ゲーム


が作られている，という


ことを聞いてどう思う


か。 


 


◎一日をリズムよく過ごす


ためには，どういうこと


に気をつけて遊ばなくて


はいけないか。 


 


４記入内容を全員が発表す


る（10分） 


 
 
 
 
 
・健康のことを考え


て。（体力をつけて


欲しい，脳への影響


を考えて。） 
・多くの人と遊んで欲


しい。 
 
 
・そのような経験があ


るから，その通りだ


と思う。 
 
 
・けじめをつけて遊ぶ


こと。 
・時間を守ること。 
・やるべきことを優先


させてから遊ぶこ


と。 


・紙板書をはりながら内容を簡単に確認する。 


（板書計画参照） 


 


・ワークシートへの記入時間を考慮し，発問を３つ


とする。 


 


・全員の記入が完了していなくても，時間になった


ら発表を始める。 


 


・記入できているところは挙手で発表するように促


し，全員に発表させる。 


・発表を聞きながら，未記入のところや考えが変わ


ったところはワークシートに書き加えるようにさ


せる。 


・電子ゲームそのものが悪いのではなく，時間にけ


じめをつけにくいという点に気付かせていきた


い。 


 


 


 


 


 


 


 


・生徒の発表内容を受けて簡潔に板書する。 
 


 


 


 


 


 


終


末 


 


22


分 


５心のノート 14・15・16ペ


ージの紹介と確認（６分） 


 


 


６自分が大切にしていきた


い生活習慣の記入（３分） 


 


 


７記入内容の全員発表 


（12分） 


 


 


 


 


 


８記入内容の学級掲示 


（発表時にプリント回収）


 
 
 
 
・朝食をしっかりとる


こと。 
・早寝早起き。 
・時間にけじめをつけ


ること。 


・心のノート 14～16ページを範読する。 


（生徒に読ませるのも可。ただし，時間をかけす


ぎない。） 


・15ページの「あなたはどうしていますか」の項目


も読み上げ，どうしているかを投げかける。 


（記入はさせない。） 


・記入用紙を配布し，自分が大切にしたい生活習慣


を記入させる。 


・班ごとに前に出して発表させて，班ごとに拍手を


させると時間がかからず，スムーズに進む。 


・学級掲示での交流もあるので，あまりにも声が小


さいとき以外は，やり直し等はさせずに，どんど


ん発表させていく。 


・ここでの全員発表は，望ましい生活習慣の実行に


向けての意欲付けの場ととらえる。 


・記入した用紙は，一人ずつ発表終了時に黒板前で


回収し，その場で掲示していく。（プリントの裏面


には両面テープをつけておく。） 


・担任が発表を聞いた感想を簡単に述べて本時を締


めくくる。 
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授業のポイント 


◇導入は短く･･･生徒に遊びを振り返らせるとかなり盛り上がり，いろいろと意見も出てくるが，あくまでも意欲付けのため


の導入であるので，話を引き延ばさないように切り上げる。 


◇全員発表は，テンポ良く･･･ワークシートやプリントに書かせる時間をとっているので，発表につまる生徒がいる場合には，


どこの項目であれば発表できるか確認し，そこで発表させるなどして，どんどん発表させていく。「望ましい生活習慣」に


ついての発表も，全員書き終わっている班から前に出して発表を始めるなどの工夫をしながら発表させた方が，記入できな


いでいる生徒も発表を聞きながら書けるようになる。 


◇発表後すぐの掲示を･･･発表が終わった生徒のプリント（カード）を教師が回収し，黒板に用意してある台紙に貼っていく


ことで，望ましい生活習慣の実行に向けた意欲付けを図りたい。 


◇自分自身のことを振り返る時間に･･･内容項目１の視点は「自己の在り方を自分自身とのかかわりにおいてとらえ，望まし


い自己の形成を図ることに関するもの」であるので，本時はいつもの道徳の時間以上に，「自分」を考えさせていきたい。


発問も，自分自身の考えを述べやすいものにしているが，終末での様々な自分自身の振り返りの場面を，大切に扱っていき


たい。 


 


 


板書計画   ※生徒の発表を聞いて，簡潔にまとめていく。     ※左半分は模造紙(色画用紙)  


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


「
遊
ぶ
」
こ
と 


 


追
い
か
け
っ
こ 


 


砂
遊
び 


 


鬼
ご
っ
こ 
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ぶ
と
き
に
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け
る
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と 
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け
じ
め
を
つ
け
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・
時
間
を
守
る 


 


・
や
る
べ
き
事
を
優
先
さ
せ
る 


 


  これから大切にしていきたい 


生活習慣 


 


 


 ※黒板前で発表後、すぐに掲示する 


 
 


健
康
の
た
め
に
体
を
動
か
し
て
欲
し
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多
く
の
人
と
友
だ
ち
に
な
っ
て
欲
し
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買
い
与
え
な
い
お
母
さ
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教材名：「遊ぶ」こと 指導方法Ｂ発問→全員発表 授業展開案 


ねらい：望ましい生活習慣を身に付け，節度を守り節制を心がけた生活を送ろうとする意欲を育てる。  
学習活動・発問 期待する生徒の反応 指導上の留意点 


導


入 


 


３


分 


１今までの遊びを振り返る。 


（体験） 
 ・どのような遊びをしてきたかを具体的に思い出さ


せるために，追いかけっこ，砂遊び，鬼ごっこ，


ボール遊び，野球，サッカー，電子ゲームを例示


し，やったことがある遊びには挙手をさせていく。 


・時間をかけすぎないようにする。 


 


 


 


 


 


 


展


開 
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分 


２教師範読と内容の確認 


（６分） 


 


３資料中に述べられているこ


とに対する自分の考えを発


表する。（17分） 


 


○お母さんは，息子たちがい


じめられるかもしれないと


思いながらも，どうして電


子ゲームを買い与えないと


思うか。 


 


○一人ではなかなかやめられ


ないように電子ゲームが作


られている，ということを


聞いてどう思うか。 


 


○遊ぶことの良さは何か。 


 


 


◎一日をリズムよく過ごすた


めには，どういうことに気


をつけて遊ばなくてはいけ


ないか。 


 
 
 
 
 
 
・健康のことを考え


て。（体力をつけて


欲しい，脳への影響


を考えて。） 
・多くの人と遊んで欲


しい。 
 
・そのような経験があ


るから，その通りだ


と思う。 
 
・気分転換。 
・仲間とのつながり。 
・体力作り。 
 
・けじめをつけて遊ぶ


こと。 
・時間を守ること。 
・やるべきことを優先


させてから遊ぶこ


と。 


・紙板書をはりながら内容を簡単に確認する。 


（板書計画参照） 


・発問に対して，その場で考えさせながら発表させ


ていく。 


・考えさせる時間を確保しながら全員に１回以上発


表させる。 


 


・電子ゲームそのものが悪いのではなく，時間にけ


じめをつけにくく生活のリズムを壊す原因にな


り，健康を損ねかねないという点に気付かせてい


きたい。 


 


・補助発問を行うなどして，出来るだけ自分のゲー


ムでの体験（失敗談）を交えて共感的に語らせる


ようにしたい。 


 


・遊びにも良さがあることを押さえた上で，それを


生かすための，よりよい生活の在り方を考えさる


ことにつなげていきたい。 


 


 


 


 


 


・生徒の発表内容を受けて，その都度，簡潔に板書


したい。 


 


 


 


 


 


 


 


終


末 


 


 


 


22


分 


４心のノート 14・15・16 ペー


ジの紹介と確認（６分） 


 


５自分が大切にしていきたい


生活習慣の記入（３分） 


 


 


 


 


 


６記入内容の全員発表（12分） 


 


 


 


 


７記入内容の学級掲示 


（発表時にプリント回収） 


 


 


 
 
・朝食をしっかりとる


こと。 
・早寝早起き。 
・時間にけじめをつけ


ること。 


・心のノート 14～16ページを範読する。 


（生徒に読ませるのも可。ただし，時間をかけす


ぎない。） 


・15ページの「あなたはどうしていますか」の項目


も読み上げ，どうしているかを投げかける。 


（記入はさせない。） 


・記入用紙を配布し，自分が大切にしたい生活習慣


を記入させる。 


・班ごとに前に出して発表させて，班ごとに拍手を


させると時間がかからず，スムーズに進む。 


・学級掲示での交流もあるので，あまりにも声が小


さいとき以外は，やり直し等はさせずに，どんど


ん発表させていく。 


・ここでの全員発表は，望ましい生活習慣の実行に


向けての意欲付けの場ととらえる。 


・記入した用紙は発表終了時に黒板前で回収し，そ


の場で掲示していく。（プリントの裏面には両面テ


ープをつけておく。） 


・担任が発表を聞いた感想を簡単に述べて本時を締


めくくる。 
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授業のポイント 


◇導入は短く･･･生徒に遊びを振り返らせるとかなり盛り上がり，いろいろと意見も出てくるが，あくまでも意欲付けのための


導入であるので，話を引き延ばさないように切り上げる。 


◇終末での全員発表は，テンポ良く･･･記入が全員終わっている班から前に出して発表を始めるなどの工夫をしながら，時間が


来たらどんどん発表させる。発表を始めた方が，記入できないでいる生徒も発表を聞きながら書けるようになる。 


◇発表後すぐの掲示を･･･発表が終わった生徒のプリント（カード）を教師が回収し，黒板に用意してある台紙に貼っていくこ


とで，望ましい生活習慣の実行に向けた意欲付けを図りたい。 


◇自分自身のことを振り返る時間に･･･内容項目１の視点は「自己の在り方を自分自身とのかかわりにおいてとらえ，望ましい


自己の形成を図ることに関するもの」であるので，本時はいつもの道徳の時間以上に，「自分」を考えさせていきたい。発問


も，自分自身の考えを述べやすいものにしているが，終末での様々な自分自身の振り返りの場面を，大切に扱っていきたい。 


 


 


板書計画    ※生徒の発表を聞いて，簡潔にまとめていく。    ※左半分は模造紙(色画用紙)  
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友
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友
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ワークシート  ※指導方法Ａ ワークシートを活用した授業で使用 


 


道徳ワークシート 「遊ぶ」こと 


                     年   組   番  氏名              


 


１ お母さんは息子たちがいじめられるかもしれないと思いながらも，どうして電子ゲームを買い与え


ないと思うか。                                    


                                     


                                    


                                     


                                    


                                    


２ 一人ではなかなかやめられないように電子ゲームが作られている，ということを聞いてどう思うか。                                   


                                     


                                     


                                    


                                    


                                    


３ 一日をリズム良く過ごすためには，どういうことに気をつけて遊ばなくてはいけないか。                                        
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ワークシート 


※指導方法Ａ・Ｂの終末で使用（裏側に両面テープを貼っておくと発表後すぐに掲示できる。） 


 


 


平成  年  月  日（  ）            年   組   番  氏名             


 
わたしが大切にしていきたい生活習慣はこんなこと･･･                            


 
                                               
 
                                               
 
                                                   
 
その理由･･･                                              
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「
遊
ぶ
」
こ
と 


 
 
 
 


こ
の
頃
の
新
聞
記
事
で
、
気
に
な
っ
た
記
事
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。 


ま
ず
初
め
に
気
に
な
っ
た
の
は
、
ゲ
ー
ム
を
小
学
生
の
子
ど
も
に
買
い
与
え
た
方
が
い


い
か
ど
う
か
を
悩
ん
で
い
る
、
お
母
さ
ん
の
こ
と
が
書
か
れ
た
記
事
で
す
。 


 


そ
の
お
母
さ
ん
は
、
脳
へ
の
影
響
の
心
配
と
外
で
遊
ん
で
欲
し
い
と
い
う
願
い
か
ら
、


小
学
生
の
二
人
の
子
ど
も
に
は
、
電
子
ゲ
ー
ム
を
買
い
与
え
て
い
な
い
の
だ
そ
う
で
す
。 


と
こ
ろ
が
、
自
分
の
子
ど
も
た
ち
が
外
で
遊
ぼ
う
と
友
だ
ち
を
誘
っ
て
も
、
家
で
ゲ
ー


ム
を
す
る
か
ら
と
い
っ
て
断
ら
れ
た
り
、
よ
う
や
く
人
数
を
そ
ろ
え
て
野
球
を
し
よ
う
と


公
園
に
集
ま
っ
て
も
、
誰
か
が
持
っ
て
来
た
携
帯
型
電
子
ゲ
ー
ム
に
何
人
か
が
夢
中
に
な


っ
て
し
ま
い
、
結
局
は
野
球
が
出
来
ず
に
落
ち
込
ん
で
帰
っ
て
き
た
り
、
と
い
う
こ
と
が


多
い
の
だ
そ
う
で
す
。
電
子
ゲ
ー
ム
の
話
題
に
つ
い
て
い
け
な
い
と
、
い
じ
め
ら
れ
る
の


で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
も
気
に
な
り
、
電
子
ゲ
ー
ム
を
買
い
与
え
る
べ
き
か
ど
う
か
で


悩
ん
で
い
る
と
い
う
内
容
で
し
た
。 


 


ま
た
、
あ
る
日
の
新
聞
記
事
に
は
、「
ゲ
ー
ム
は
次
々
に
子
ど
も
た
ち
の
興
味
を
引
く


よ
う
に
考
え
て
作
ら
れ
て
い
る
。」「
一
度
ゲ
ー
ム
を
や
り
始
め
る
と
、
な
か
な
か
や
め
ら


れ
な
い
は
ず
だ
。」「
自
分
の
子
ど
も
に
は
、
ゲ
ー
ム
を
す
る
時
間
を
決
め
て
や
ら
せ
て
い


る
。
ゲ
ー
ム
は
さ
せ
る
が
、
時
間
が
来
た
ら
や
め
さ
せ
て
い
る
。」
と
い
う
、
実
際
に
ゲ


ー
ム
を
作
っ
て
い
る
人
の
コ
メ
ン
ト
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 


 


別
の
新
聞
記
事
に
は
、
あ
る
小
学
校
で
の
休
み
時
間
の
様
子
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
。


そ
の
小
学
校
で
は
、
一
年
生
か
ら
六
年
生
ま
で
の
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
ボ
ー
ル
な
ど
の
道


具
を
使
わ
ず
に
遊
ば
せ
て
い
る
の
だ
そ
う
で
す
。
グ
ル
ー
プ
内
で
作
っ
た
ル
ー
ル
に
従
っ


て
、
ど
の
グ
ル
ー
プ
も
高
学
年
の
子
が
低
学
年
の
子
の
面
倒
を
見
な
が
ら
、
い
ろ
い
ろ
工 


夫
し
て
、
本
当
に
楽
し
そ
う
に
遊
ん
で
い
る
、
と
い
う
内
容
で
し
た
。 


改
め
て
考
え
て
み
る
と
、「
遊
ぶ
」
こ
と
は
、
子
ど
も
に
と
っ
て
は
と
て
も
大
切
な
こ


と
だ
と
思
う
の
で
す
。
子
ど
も
た
ち
は
、
遊
び
を
と
お
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
学
ん
で


い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 


あ
な
た
は
、
今
、
ど
ん
な
遊
び
を
し
て
い
ま
す
か
。 


今
の
あ
な
た
の
一
日
の
生
活
の
中
で
、「
遊
び
」
が
占
め
る
割
合
は
ど
の
位
で
す
か
。 


 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


そ
し
て
、
遊
び
の
良
さ
を
生
か
し
た
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
か
。 


こ
の
よ
う
に
、「
遊
ぶ
」
こ
と
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
考
え
て
み
る
と
、「
遊
ぶ
」
こ
と
だ


け
で
は
な
く
、
私
た
ち
が
毎
日
の
生
活
の
中
で
当
た
り
前
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
一
つ
一


つ
の
行
動
に
も
、
き
っ
と
い
ろ
い
ろ
な
良
さ
が
あ
る
の
だ
ろ
う
と
思
え
て
き
た
の
で
す
。 


 


（
自
作
資
料
）





